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秋祭り、いい笑顔！（庵我地区）

９月定例市議会の概要　一般会計補正予算総額２億８８２０万円  …………………２～３
一般質問　　議員２０人が登壇  ………………………………………………………４～１４
　　　　　議案・請願の賛否状況  ……………………………………………………１５
常任委員会の審査報告  ………………………………………………………………１６～１７

決議・請願の状況  …………………………………………………………………………１８

議会だより編集委員会からのお知らせ　（紙面リニューアルなど）  ………………１９
　　　　　「元気やで福知山！」成美大学硬式野球部にインタビュー  …………２０

議会だより表紙の写真を募集します。
詳しくは、19 頁をご覧ください。

主 な 内 容

今回号から、議員の議案賛否の掲載や新企画「元気やで福知山！（議員訪問インタ
ビュー）」などを掲載し、紙面のリニューアルを行っています。

※議員訪問インタビューの取材先募集！（詳細は19頁に）

新企画

新企画

発行 /福知山市議会
編集 /福知山市議会だより編集委員会
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　9月定例会は 9月 7日から 9月 29日まで
の 23日間にわたって開催されました。この
議会には、平成 23年度一般会計と国民健康
保険事業など 3特別会計の補正予算のほか、
条例の一部改正など 36議案が上程されまし
た。その内、平成 22年度一般会計歳入歳出
決算や企業会計決算などの 21議案について
は、決算審査特別委員会を設置して継続審
査としました。
　残りの 15議案は、22日開催された各常任

委員会で審査したのち、最終日の 29日の本
会議で、いずれも原案のとおり可決しまし
た。また、議員提案により『「（仮称）市民
交流プラザふくちやま」の凍結解除と建設
促進を求める決議』が可決されたほか、市
民から出されていた請願 1件を採択、請願
2件を不採択としました。一般質問は、15、
16、20日の 3日間で行われ、20人の議員が
質問に立ち、市政を 質 しました。

ただ

概概概概概概概概概概概概 要要要要要要要要要要要要概　要

特別会計補正予算

　●国民健康保険事業　 1 億 8339 万円（基金積立金他）　　　　　　
　●介護保険事業（保険事業勘定） 6011 万円（介護給付費準備基金積立他）
　●介護保険事業（介護サービス事業勘定） 551 万円（介護サービス事業基金積立）
　●後期高齢者医療事業 405 万円（健康診査受診者の増加）　　

※補正後の平成23年度一般会計予算総額は400億9971万円に。 

安心安全対策 
1億7728万円 子育て・教育の推進 

5642万円 

地域活性化対策　3419万円 

景気雇用対策　1439万円 

市民協働　590万円 補正額の 
合　　計 2億8820万円 

6月議会から一転、『「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の 
　 凍結解除と建設    促進を求める決議』が可決！ （関連記事はP18）

一般会計補正予算 総額2億8820万円追加！ 
6月議会から一転、『「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の 
　 凍結解除と建設  促進を求める決議』が可決！ 

一般会計補正予算 総額2億8820万円追加！ 
『「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の 
促進を求める決議』が可決！ 

総額2億8820万円追加！ 

999999999999 月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会9月定例市議会　一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算のののののののののののの内内内内内内内内内内内内訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳一般会計補正予算の内訳 ※このグラフは項目ごとに万円どめにしています。
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定例市議会 6月議会から一転、『「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の 

　 凍結解除と建設   促進を求める決議』が可決！ 

一般会計補正予算  総額2億8820万円追加！ 
6月議会から一転、『「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の 
　 凍結解除と建設  促進を求める決議』が可決！ 

一般会計補正予算  総額2億8820万円追加！ 
6月議会から一転、
　 凍結解除と建設  

一般会計補正予算 

一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算ののののののののののののつつつつつつつつつつつつかかかかかかかかかかかかいいいいいいいいいいいいみみみみみみみみみみみみちちちちちちちちちちちち一般会計補正予算のつかいみち
『～安心安全対策～』
5 月の豪雨により被災した公共施設の災害復旧他
●災害時資機材整備 70万円
●橋りょう維持管理 600万円
●消防団員公務災害補償経費 4924万円
●災害復旧（農地・農業用施設、林道施設、道路・
　河川、市営住宅） 8661万円
●介護基盤緊急整備特別対策 3240万円
●後期高齢者医療事業特別会計繰出金 231万円

『～地域活性化対策～』
台風 2号の被害を受けた茶園を支援他
●平成の城下町福知山賑わいづくり事業 20万円
●特産品活用による三和地域活性化 60万円
●地域公共交通調査 777万円
●農山漁村活性化プロジェクト支援 783万円
●農地・水・環境保全向上対策  480万円
●茶業振興対策 　　575万円
●茶緊急樹勢回復助成 219万円
●農業経営緊急回復支援 505万円

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆条条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例例ががががががががががががが改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正ささささささささささささされれれれれれれれれれれれれままままままままままままましししししししししししししたたたたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。。。。
●福知山市税条例等（地方税法等の一部改正による）
　市税に関する申告を怠った場合における過料を「3万
円」から「10万円」に引き上げ、たばこ税についても同
様とする。また、寄付金税額控除の適用下限額を「5，000
円」から「2，000円」に引き下げるなど。
●福知山市都市計画税条例（地方税法等の一部改正による）
　　地方税法等の一部改正に伴う文言整理
●福知山市公設地方卸売市場条例　
　平成 24年 4月から市場の管理を、法人その他の団体で
あって市長が指定するもの「指定管理者」に行わせることが
できる。また、市場の開場時間を午前 5時から午後 6時 30分
までに変更すること、市場関係者から暴力団員等を排除する
規定を設ける。
※「指定管理者」とは、地方公共団体が、公の施設の管理を
行わせるために、期間を定めて指定する団体のこと。

●福知山市立公民館条例等
　合併協定の経過措置に基づき、旧 3町の 13地域公民館
が地区公民館に移行することに伴い、旧町各 1地域公民
館に整理される。この改正により、平成24年4月から市立
公民館の数は 22館から 9館（中央公民館、地域公民館 8
館）となる。

『～市民協働～』
東日本大震災被災地へのボランティア派遣への支援他
●災害ボランティア支援 40万円
●コミュニティ助成  250万円
●第 4次総合計画後期計画策定 300万円

『～子育て・教育の推進～』
（仮称）夜久野学園の平成 25年 4月開校に向けて実
施設計へ
●（仮称）夜久野学園整備 1000万円
●子育て支援特別対策 1459万円
●日本脳炎予防接種 2961万円
●スクールサポーター配置 121万円
●子ども手当支給事務 100万円

『～景気雇用対策～』
失業者に対して雇用・就業機会を創出、提供
●道路維持管理パトロールモデル事業（緊急雇用）
 592万円
●学校図書館機能充実事業（緊急雇用） 847万円

12 月 2日（金）　招集予定、本会議
　　　　　　　（決算議案採決、提案理由説明）
　　12日（月）　本会議（質疑、一般質問）
　　13日（火）　本会議（一般質問）
　　14日（水）　本会議（一般質問）
　　15日（木）　各常任委員会
　　16日（金）　各常任委員会
　　22日（木）　本会議（採決）
　　26日（月）　会期
※この議会予定は、今後変更する場合があります。
また、このほかに、全議員協議会、各常任委員協議
会等の会議が随時開催されます。

　本会議の傍聴は、市役所本庁舎 6階の傍聴受付
で「傍聴者名簿」に氏名・住所等を記載し、傍聴
規則を守って、傍聴席（定員 60名）において傍聴で
きます。なお、団体で傍聴を希望される場合は、
事前に市議会事務局までご連絡ください。
　日程や時間は変更することがありますので市議
会事務局に問い合わせください。
　市議会事務局　� 0773‐24‐7031

12月定例市議会の予定（25日間）

12月定例会本会議を 傍聴 してみませんか
ぼうちょう
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●質問議員● 
1 . 
2 . 
3 . 
4 . 
5 . 
6 . 
7 . 
8 . 
9 . 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 
15. 
16. 
17. 
18. 
19. 
20.

芦田　眞弘 
藤田　　守 
大槻富美子 
田中　法男 
稲垣　司郎 
足立　伸一 
　橋　正樹 
塩見卯太郎 
中島　英俊 
田渕　裕二 
稲葉　民俊 
大谷　洋介 
足立　　進 
桐村　一彦 
吉見　純男 
吉見　茂久 
塩見日出勝 
荒川　浩司 
谷口　　守 
高宮　辰郎 

（福政会） 
（平成会） 
（日本共産党市会議員団） 
（福知山未来の会） 
（政和会） 
（公明党市会議員団） 
（市民と改革の会） 
（日本共産党市会議員団） 
（日本共産党市会議員団） 
（福知山未来の会） 
（福政会） 
（公明党市会議員団） 
（日本共産党市会議員団） 
（無会派） 
（日本共産党市会議員団） 
（公明党市会議員団） 
（無会派） 
（市民と改革の会） 
（平成会） 
（平成会） 

〔注記〕記事中の「市民交流プラザ」は「（仮称）市民 
交流プラザふくちやま」を略して表記しています。 

※所属会派は9月末現在 ※所属会派は9月末現在 
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西中筋プール（地域プール）
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、
市
の
補

助
額
1
万
5
0
0
0
円
／　

は
、

kw

他
市
と
比
較
す
る
と
少
な
い
。

�

安
定
供
給
で
き
る
代
替
の

発
電
手
段
の
見
通
し
を
見
極
め

る
な
か
で
、
脱
原
発
に
向
け
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

問答

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
固
有

の
資
源
。
ど
う
活
用
し
、
何
が

持
続
可
能
か
見
極
め
る
。

（
環
境
政
策
室
）

�

耕
作
放
棄
な
ど
で
非
農
地

化
の
増
加
が
大
き
な
問
題
。
ま

た
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
実
施
隊
の

発
足
が
遅
れ
た
。
農
家
の
不
安

が
軽
減
さ
れ
る
対
策
を
。

�

地
域
営
農
の
推
進
と
担
い

手
の
育
成
事
業
を
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
実
施
隊
の

問答

発
足
が
遅
れ
た
こ
と
は
、
お
詫

び
し
た
い
。
そ
の
間
、
駆
除
隊

に
よ
る
月
2
回
の
活
動
や
、
わ

な
、
捕
獲
お
り
で
駆
除
し
て
い

る
。 
（
農
業
振
興
課
・
林
業
振
興
課
）

�

職
員
の
地
区
担
当
制
の
成

果
は
。

�

昨
年
は
4
7
4
件
の
相
談
、

照
会
が
あ
り
、
職
員
の
回
答
な

ど
で
問
題
解
決
、
課
題
の
提
起

が
速
や
か
に
行
わ
れ
た
こ
と
は

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。
市
民

問答

に
役
立
つ
市
役
所
づ
く
り
に
努

め
た
い　
　
　
　
　
    （
総
務
課
）

5

平　成　会

藤田　　守 議員

松
山
市
政
の
評
価
と

今
後
の
課
題
を
問
う

府・市へ中六人部地区要望書の提出

�

福
知
山
市
は
若
狭
湾
原
発

か
ら　

㎞
の
地
域
を
抱
え
る
。

30

し
か
も
、
活
断
層
の
真
近
に
原

発
は
位
置
し
、
老
朽
化
も
進
ん

で
い
る
。
人
類
は
核
廃
棄
物
の

処
理
能
力
を
有
し
て
い
な
い
。

問

原
発
の
危
険
を
認
識
し
、
脱
原

発
に
舵
を
切
る
時
で
は
な
い
か
。

福
島
原
発
事
故
の
教
訓
を
し
っ

か
り
取
り
入
れ
、
市
民
を
守
る

防
災
計
画
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

�

電
力
を
安
定
供
給
す
る
た

め
の
代
替
発
電
手
段
の
見
通
し

を
見
極
め
て
、
脱
原
発
に
向
け

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。　
20

㎞
圏
の
隣
接
自
治
体
の
避
難
者

の
受
け
入
れ
体
制
、
放
射
線
の

監
視
体
制
の
強
化
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。
今
後
、
国
・
府
と

連
携
し
防
災
計
画
を
見
直
す
。

（
総
務
課
）

答

�

大
江
町
二
箇
上
、
二
箇
下
、

高
津
江
地
区
は
、
輪
中
堤
対
策

を
要
望
し
て
い
る
。
地
元
要
望

が
通
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る

の
か
。
二
箇
上
地
区
は
意
見
交

換
会
の
実
施
を
ず
っ
と
待
っ
て

お
ら
れ
る
。
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

堤
防
に
は
1
・
5
ｍ
の
余
裕

高
が
あ
る
が
嵩
上
げ
工
法
に
は

余
裕
高
は
な
い
。
し
か
も
、
現

在
で
は
工
事
着
手
の
見
通
し
が

問

た
っ
て
い
な
い
河
道
掘
削
分
が

嵩
上
げ
高
を
お
さ
え
る
結
果
と

な
る
。
不
公
平
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
治
水
対
策
が
ま
だ
無
計

画
の
地
域
の
進
捗
状
況
は
。

�

地
域
の
要
望
が
強
け
れ
ば

通
る
余
地
も
あ
り
得
る
。
市
と

し
て
地
元
合
意
に
基
づ
く
話
し

合
い
を
重
ね
る
よ
う
国
交
省
に

要
望
し
て
い
る
。
二
箇
上
地
区

と
の
意
見
交
換
会
は
9
月
中
に

開
催
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

　

堤
防
は
構
造
上
1
・
5
ｍ
の

余
裕
高
が
必
要
で
あ
り
、
宅
地

嵩
上
げ
に
対
し
公
平
性
を
欠
く

答

も
の
で
は
な
い
。

　

治
水
対
策
が
無
計
画
の
地
域

に
つ
い
て
は
原
案
作
成
が
進
め

ら
れ
て
い
る
段
階
だ
。

（
都
市
整
備
課
） 

�

赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
長
時

間
の
健
診
は
大
変
だ
。
中
央
だ

け
で
は
な
く
旧
町
の
セ
ン
タ
ー

で
も
実
施
し
利
便
性
を
は
か
れ

な
い
か
。

�

保
護
者
負
担
を
軽
く
す
る

よ
う
来
所
時
間
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
、
保
育
ス
タ
ッ
フ
配
置
な
ど

工
夫
し
て
い
る
。
医
師
と
の
関

係
も
あ
り
困
難
だ
。（

健
康
推
進
室
）

問答

日本共産党市会議員団

大槻富美子 議員

脱
原
発
に
舵
を
き
れ

太
陽
光
発
電
の
事
業

化
と
モ
デ
ル
化
を
！

耕
作
放
棄
地
が
増
加
。

有
害
鳥
獣
の
駆
除
が

遅
い
！

風
通
し
の
良
い
市
役

所
づ
く
り
を
！

治
水
対
策
、
地
元
要

望
が
通
る
余
地
は
あ

る
の
か

乳
児
健
診
を
旧
町
保

健
セ
ン
タ
ー
で
も
実

施
を

今年の台風１５号による冠水状況（大江町二箇下）
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�

決
算
の
評
価
と
持
続
可
能

な
財
政
運
営
は
。

�

す
べ
て
の
財
務
指
標
で
改

善
と
な
り
、
一
定
の
財
政
健
全

化
が
図
ら
れ
た
。
今
後
も
集
中

改
革
プ
ラ
ン
を
実
行
し
、
来
年

問答

度
か
ら
の
第
5
次
行
政
改
革
で

取
り
組
む
。

�

新
た
な
財
政
需
要
が
あ
る

な
か
で
、
大
型
事
業
が
財
政
悪

化
を
招
か
な
い
か
。

�

合
併
特
例
期
間
を
活
用
し
、

恵
ま
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し

た
い
。
ま
た
今
後
の
見
通
し
を

た
て
、
中
期
財
政
見
通
し
を
作

成
し
て
、
決
算
委
員
会
の
前
に

お
示
し
す
る
。　
　
    （
財
政
課
）

�

基
本
計
画
が
中
止
と
な
っ

問答問

た
場
合
の
影
響
は
。

�

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
・
市
民

会
館
・
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
整
備
改
修
の
再
検
討
の

た
め
、
子
育
て
支
援
・
障
が
い

者
支
援
・
男
女
共
同
参
画
な
ど

の
行
政
課
題
の
解
決
に
遅
れ
が

で
る
。

�

代
案
が
出
さ
れ
た
場
合
は

検
討
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

�

交
流
プ
ラ
ザ
基
本
計
画
と

同
等
以
上
の
も
の
な
ら
検
討
す

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。（

市
長
公
室
）

答問答

�

中
流
部
の
雀
部
・
遷
喬
・

佐
賀
地
区
の
改
修
計
画
は
。

�

上
流
側
か
ら
連
続
堤
防
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

�

中
流
部
の
築
堤
整
備
の
進

捗
状
況
は
。

�

観
音
寺
戸
田
間
は
一
部
暫

定
堤
や
未
堤
部
分
を
残
し
て
一

定
の
築
堤
整
備
が
な
さ
れ
て
い

る
。
私
市
川
北
間
は
用
地
買
収

に
向
け
た
用
地
測
量
・
物
件
調

査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

問答問答

�

今
年
の
台
風
２
号
で
茶
畑

な
ど
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

早
期
の
築
堤
の
完
成
が
望
ま
れ

る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

�

観
音
寺
・
興
地
区
に
お
け

る
暫
定
堤
の
整
備
は
、
対
岸
の

私
市
地
区
の
築
堤
整
備
の
進
捗

な
ど
、
左
右
岸
・
上
下
流
の
バ

ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
実
施
す
る
と

聞
い
て
お
り
、
完
成
堤
へ
の
整

備
を
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

（
都
市
整
備
課
）

問答

�

本
市
の
捨
て
猫
対
策
の
現

状
と
対
策
は
。

�

猫
は
犬
と
違
い
登
録
が
義

務
付
け
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

捨
て
猫
に
対
す
る
対
応
は
難
し

い
。
保
健
所
と
連
携
を
し
な
が

ら
飼
い
主
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
呼
び
か
け
て
い
く
。

�

捨
て
猫
対
策
と
し
て
、
避

妊
・
不
妊
手
術
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

�

全
国
の
取
り
組
み
状
況
や

本
市
の
助
成
負
担
を
勘
案
し
な

が
ら
制
度
化
を
検
討
し
た
い
。

（
生
活
交
通
課
）

問答問答

福知山未来の会

田中　法男 議員

�

憲
法　

条
と　

条
に
は

15

19

「
す
べ
て
の
公
務
員
は
、
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の

奉
仕
者
で
は
な
い
」
。
ま
た

「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、

こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」

問

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
某
議
員

は
6
月
議
会
で
凍
結
賛
成
（
某

議
員
の
公
約
）
だ
っ
た
が
、
某

地
域
は
彼
に
対
し
9
月
ま
で
の

間
に
9
回
に
わ
た
り
糾
弾
と
弾

圧
を
加
え
、
結
果
、
9
月
議
会

で
は
早
期
建
設
の
請
願
に
紹
介

議
員
と
し
て
署
名
さ
せ
ら
れ
、

建
設
賛
成
に
変
わ
っ
た
と
聞
く
。

内
容
は
「
市
長
案
に
反
対
す
る

と
、
地
元
要
望
が
聞
い
て
も
ら

え
な
い
。
地
元
議
員
と
し
て
地

元
の
こ
と
を
考
え
た
行
動
か
。

邪
魔
だ
け
は
す
る
な
新
人
は
静

か
に
し
て
お
れ
」
と
い
っ
た
も

の
で
、
8
月
に
は
某
議
員
夫
妻

を　

人
の
集
団
が
呼
び
つ
け
、

30
糾
弾
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

「
市
長
案
に
反
対
す
る
と
、
地

元
要
望
が
聞
い
て
も
ら
え
な

い
」
と
い
う
噂
は
本
当
な
の
か
。

市
長
に
伺
う
。

�

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
っ
て

い
る
し
、
要
望
も
聞
い
て
い
る
。

今
ま
で
の
私
の
行
政
を
見
て
頂

い
た
ら
そ
の
ま
ま
で
す
。

�

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
人
と

し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
人
格

無
視
の
大
き
な
人
権
問
題
で
あ

る
が
、
市
長
の
所
見
は
。

答問

�

人
権
学
習
で
「
人
に
い
ち

ば
ん
近
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
中
で
、
議
員
の
み
な
さ
ん
と

同
席
し
て
話
す
機
会
が
あ
れ
ば

一
番
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

�

市
長
に
申
し
上
げ
る
。
本

市
に
根
付
い
て
い
る
「
強
権
政

治
に
迎
合
し
な
い
者
の
要
望
は

聞
い
て
も
ら
え
な
い
」
と
い
う

こ
の
悪
習
慣
が
当
市
の
汚
職
や

腐
敗
の
根
源
だ
っ
た
。

　

松
山
市
長
は
そ
れ
を
正
す
た

め
に
立
候
補
さ
れ
、
市
長
に
な

ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
ミ
イ
ラ
取

り
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ
た
の
で
は
。

答問

�

私
は
、
強
権
政
治
と
い
う

こ
と
が
出
て
く
る
と
、
ム
カ
ム

カ
す
る
た
ち
で
か
え
っ
て
向
か 

っ
て
行
く
方
な
ん
で
、
一
般
の

人
の
誤
解
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

�

平
成　

か
ら　

年
度
、
旧

18

22

1
市
3
町
の
国
か
ら
の
交
付
金

（
地
方
交
付
税
な
ど
）
は
、
旧

福
知
山
市
で
2
2
7
億
円
で
借

金
が
2
0
2
億
円
。
旧
3
町
で

は
2
7
9
億
円
で
借
金
が
1
0

4
億
円
だ
っ
た
。
旧
3
町
の
交

答問

付
金
か
ら
借
金
を
引
い
た
1
7

5
億
円
の
使
途
に
つ
い
て
、
各

町
に
割
り
当
て
ら
れ
た
額
は
。

�

全
市
の
者
が
使
用
し
て
い

る
の
で
分
け
ら
れ
な
い
。

�

交
流
プ
ラ
ザ
は
、
集
客
が

目
的
で
あ
る
。
な
ら
ば
福
知
山

駅
に
高
齢
者
が
来
ら
れ
る
よ
う

福
知
山
駅
以
外
の
駅
に
エ
レ
ベ 

ー
タ
ー
を
過
疎
債
や
合
併
特
例

債
で
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

�

議
員
さ
ん
も
こ
の
前
の
議

会
で
賛
成
し
て
も
ら
っ
た
ら
、

設
計
の
こ
と
の
意
見
も
聞
け
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
。

答問答

政　和　会

稲垣　司郎 議員

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の

建
設
賛
否
が
人
権
侵

害
問
題
を
生
む
！

平
成　

年
度
決
算
の

２２

評
価
と
今
後
の
財
政

運
営

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の

凍
結
に
よ
る
影
響

由
良
川
中
流
部
の
河

川
整
備
計
画
と
進
捗

状
況

動
物
と
の
共
生
社
会

の
再
構
築

や
は
り
噂
は
本
当
だ 

っ
た
、公
平
で
公
正
な

市
政
に
陰
り
が
！

（
財
政
課
・
市
長
公
室
）
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�

建
設
予
定
地
の
取
得
単
価

に
、
相
手
に
よ
り
大
差
が
あ
る

の
は
な
ぜ
か
。
駅
周
辺
の
保
留

地
価
格
は
水
増
し
が
あ
る
。
そ

れ
ら
が
合
併
特
例
債
発
行
額
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
調
達
資
金

問

は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
以
外
は
外
部

に
流
出
せ
ず
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
間
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

で
赤
字
補
填
に
使
わ
れ
た
。
建

設
中
止
に
よ
る
約　

億
円
返
還

17

で
新
た
に
損
害
を
生
じ
る
か
の

よ
う
な
試
算
は
、
実
態
と
違
う

の
で
は
な
い
か
。

�

価
格
の
違
い
は
設
定
の
経

過
が
反
映
し
て
い
る
。
保
留
地

単
価
が
高
い
の
は
価
格
改
定
が

遅
れ
た
た
め
平
成
７
年
の
地
価

の
高
い
時
期
の
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
会
計
間
の
移
動
に
つ
い

て
は
、
市
ど
う
し
と
い
っ
て
も
、

答

別
の
事
業
目
的
が
あ
り
、
同
一

と
の
見
解
で
は
な
い
。
ま
た
、

こ
の
処
置
が
駅
周
辺
特
別
会
計

に
プ
ラ
ス
し
た
こ
と
も
事
実
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
恣
意
的

に
は
作
成
し
て
い
な
い
。

（
市
長
公
室
・
駅
周
辺
整
備
課
）

�

合
併
特
例
債
を
使
っ
た
大

型
事
業
が
財
政
に
及
ぼ
す
影
響

は
。
発
行
額
は
適
正
か
。
ま
た

地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
償

還
財
源
は
将
来
と
も
大
丈
夫
な

問

の
か
。

�

約
2
5
0
億
の
発
行
可
能

額
い
っ
ぱ
い
を
使
わ
ず
に
約
2

2
0
億
を
見
込
ん
で
い
る
。
償

還
の
3
割
の
市
負
担
は
将
来
財

政
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
、
維
持

費
や
規
模
の
面
を
考
慮
し
抑
制

に
努
め
る
。
国
負
担
分
の
元
利

償
還
金
は
計
算
通
り
確
実
に
交

付
税
に
算
入
措
置
さ
れ
て
い
る
。

�

事
業
に
よ
っ
て
多
額
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

ま
た
減
価
償
却
費
も
必
要
だ
。

今
の
会
計
制
度
で
は
そ
の
概
念

が
な
い
。
説
明
責
任
を
果
た
す

答問

上
で
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

�

平
成　

年
度
よ
り
、
新
公

21

会
計
制
度
の
導
入
に
よ
る
財
務

４
表
を
全
議
員
協
議
会
で
報
告

し
て
い
る
。
今
後
、
コ
ス
ト
情

報
や
減
価
償
却
な
ど
の
概
念
を

取
り
入
れ
る
方
向
で
報
告
し
て

い
く
。　
　
　
　
　
 
（
財
政
課
）

�

資
源
の
な
い
我
が
国
で
も

山
林
資
源
は
豊
富
。
活
用
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
。
官
民

答問

一
体
で
推
進
す
べ
き
で
は
。

�

木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
り

放
置
山
林
が
増
え
て
お
り
、
国

の
林
業
再
生
プ
ラ
ン
を
活
用
し

て
施
策
を
行
っ
て
い
く
。
地
球

温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
の

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
反
映

さ
せ
年
度
内
で
策
定
す
る
。

（
環
境
政
策
室
・
林
業
振
興
課
）

答

公明党市会議員団

足立　伸一 議員

夜久野町の山林

�

以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た

3
階
建
建
物
の
直
結
直
圧
給
水

が
や
っ
と
認
め
ら
れ
た
。
そ
の

効
果
は
大
き
い
と
思
う
が
。

�

受
水
槽
の
設
置
費
用
や
維

持
管
理
費
用
の
削
減
、
安
全
安

心
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
期

問答

待
し
て
、
施
行
基
準
を
改
正
し

た
。
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上

に
一
定
の
効
果
が
図
れ
る
。

（
ガ
ス
水
道
営
業
課
）

�
　

年
の
耐
用
期
限
を
迎
え

50

る
下
水
道
施
設
改
築
更
新
の
財

政
負
担
は
ど
う
な
る
。

�

今
後
、　

年
間
で
約
1
2

10

2
億
円
を
試
算
し
て
い
る
。
最

適
な
工
法
を
考
え
な
が
ら
、
国

の
交
付
金
や
事
業
費
縮
減
で
財

源
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問答

�

下
水
道
事
業
の
公
営
企
業

化
へ
の
進
捗
状
況
は
。

�

来
年
4
月
に
は
公
営
企
業

化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
経
営
状

問答

況
や
費
用
負
担
を
明
確
に
し
て

全
体
と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
た
い
。

�

独
立
採
算
に
な
る
と
、
使

用
料
金
が
上
が
る
の
で
は
。

�

一
部
は
一
般
会
計
か
ら
援

助
を
も
ら
い
、
現
行
の
事
業
費

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
下
水
道
管
理
課
）

�

６
月
議
会
で
の
建
設
凍
結

の
決
議
以
来
、
理
解
を
求
め
よ

う
と
す
る
説
明
は
一
切
な
く
、

問答問

力
ず
く
で
施
策
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
。

�

凍
結
の
決
議
に
つ
い
て
は

議
会
の
意
思
表
示
と
し
て
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。
こ
ち
ら
が

強
引
に
施
策
を
や
ろ
う
と
い
う

気
は
毛
頭
な
い
。

�

議
員
個
人
の
意
思
を
無
視

し
た
強
制
が
行
わ
れ
て
い
る
が
。

�

私
ど
も
は
全
然
関
係
し
て

い
な
い
。　
　
　
　
（
市
長
公
室
）

答問答

�

市
長
公
約
の
点
検
結
果
は

内
部
と
市
民
団
体
が
行
っ
た
も

の
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
内

部
評
価
は
適
切
だ
っ
た
の
か
。

�

内
部
点
検
評
価
は
事
業
に

着
手
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
観

点
で
点
検
し
て
お
り
、
効
果
を

評
価
の
指
標
と
し
た
市
民
団
体

と
は
異
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

�

内
部
で
の
点
検
結
果
を
市

の
広
報
誌
に
載
せ
る
の
は
、
自

画
自
賛
と
い
わ
れ
る
の
で
は
。

�

市
民
に
説
明
す
る
に
は
こ

れ
が
一
番
よ
い
方
法
だ
と
考
え

て
い
る
。　
　
　
　
（
市
長
公
室
）

問答問答

市民と改革の会

�橋　正樹 議員高 

福知山市公共下水道終末処理場

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に

つ
い
て

地
方
交
付
税
に

つ
い
て

山
林
資
源
を
生
か
す

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

は

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
建

設
『
凍
結
』
の
そ
の

後
は

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
内
部
評
価
は
妥
当

か

3
階
建
建
物
へ
の
大

き
な
規
制
緩
和
に

耐
用
年
数
を
迎
え
る

下
水
道
の
今
後
は
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�

平
成　

年
に
実
施
し
た
住

16

宅
改
修
助
成
制
度
は
1
6
7
2

件
で
市
補
助
が
1
億
4
8
0
0

万
円
で
事
業
効
果
は　

億
円
と

25

　

倍
以
上
の
抜
群
の
効
果
だ
っ

17た
。
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合

問

交
付
金
に
つ
い
て
国
交
省
に
問

い
合
わ
せ
た
結
果
、
活
用
で
き

る
と
の
回
答
も
あ
り
、
是
非
こ

う
し
た
補
助
金
も
活
用
し
て
復

活
を
。

�

国
の
制
度
は
、
地
域
限
定

で
あ
り
、
市
内
全
域
を
対
象
と

す
る
と
市
単
費
投
入
が
大
き
く

な
る
。
財
政
、
公
平
の
両
面
で

課
題
が
あ
る
。
交
付
金
の
見
解

な
ど
さ
ら
に
検
討
す
る
。

（
商
工
振
興
課
）

答

�

円
高
不
況
の
も
と
、
建
設

業
法
の
資
格
要
件
に
満
た
な
い

中
小
零
細
業
者
の
方
に
も
少
額

の
条
件
で
工
事
が
で
き
る
よ
う

に
登
録
者
制
度
が
で
き
な
い
か
。

�

小
修
繕
工
事
は
、
登
録
制

度
は
な
い
が
仕
事
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
今
後
、
実
施
自

治
体
の
内
容
を
把
握
し
た
う
え

で
検
討
し
た
い
。 （
契
約
検
査
課
）

�

市
民
病
院
改
築
工
事
を
巡

る
市
職
員
収
賄
事
件
の
議
会
調

問答問

査
特
別
委
員
会
の
提
言
に
も
と

づ
く
市
と
し
て
の
総
括
と
公
表

は
い
つ
行
う
の
か
。

�

市
と
し
て
は
内
部
調
査
や
、

答

法
令
遵
守
の
徹
底
、
外
部
検
討

委
員
会
の
提
言
を
実
施
し
て
き

た
。
議
会
の
提
言
を
受
け
、
現

在
関
係
部
署
で
整
理
し
て
い
る
。

最
終
報
告
を
9
月
中
に
ま
と
め
、

公
表
す
る
。　
　
　
   （
職
員
課
）

�

下
水
道
料
金
の
賦
課
漏
れ

に
よ
る
徴
収
は
、
市
民
に
大
き

な
負
担
で
あ
り
、
市
と
し
て
総

括
し
、
公
表
が
必
要
で
あ
る
。

�

2
月
の
全
議
員
協
議
会
で

報
告
し
た
が
、
今
も
市
民
の
理

問答

解
を
得
な
が
ら
収
納
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
収
納
作
業
を
取
り

ま
と
め
た
段
階
で
報
告
す
る
。

（
下
水
道
管
理
課
）

�

同
和
行
政
は
終
わ
っ
て
お

り
、
部
落
解
放
団
体
と
の
交
渉

や
補
助
金
は
キ
ッ
パ
リ
廃
止
を
。

�

解
放
同
盟
の
人
権
擁
護
差

別
撤
廃
な
ど
市
の
理
念
と
合
致

し
て
お
り
、
申
し
入
れ
が
あ
れ

ば
交
渉
に
応
じ
、
補
助
金
も
継

続
す
る
。　
　
　
（
人
権
推
進
室
）

問答

日本共産党市会議員団

塩見卯太郎 議員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
で
仕
事
お
こ

し
を

市職員収賄事件に関係の市民病院立体駐車場

�

小
中
一
貫
校
の
建
設
費
は

お
よ
そ
ど
れ
位
か
。

�

新
築
は
4
教
室
。
実
施
設

計
の
結
果
を
待
っ
て
正
確
な
費

用
を
明
示
す
る
。

�

学
園
長
を
つ
く
る
の
か
。

問答問

校
長
、
教
頭
は
残
す
の
か
。

�

教
職
員
の
人
事
は
、
府
教

育
委
員
会
が
決
め
る
の
で
、
今

後
協
議
し
て
検
討
す
る
。

�

音
楽
・
保
健
・
図
工
・
理

答問

科
・
図
書
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

な
ど
の
特
別
教
室
、
体
育
館
、

運
動
場
は
ど
う
す
る
の
か
。

�

夜
久
野
中
学
校
の
教
室
・

体
育
館
・
運
動
場
で
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
小
学
生
が

中
学
校
施
設
を
使
う
の
で
、
特

に
低
学
年
の
児
童
も
使
え
る
よ

う
に
改
修
し
た
い
。

�

小
学
校
の
卒
業
式
や
、
中

学
校
の
入
学
式
は
ど
う
な
る
。

�

今
後
協
議
す
る
。

�

職
員
室
は
1
つ
な
の
か
。

�

1
つ
が
機
能
的
で
あ
る
。

�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
。

答問答問答問

�

小
学
校
も
必
要
。
台
数
、

便
数
、
運
行
時
間
な
ど
今
後
協

議
し
て
決
め
る
。

（
教
育
総
務
課
・
学
校
教
育
課
）

�

学
校
統
廃
合
は
大
問
題
。

6
月
議
会
で
突
然
、
平
成　

年
25

4
月
に
小
中
一
貫
校
開
校
と
発

表
し
、
9
月
議
会
で
実
施
設
計

の
予
算
提
案
は
あ
ま
り
に
も
急

す
ぎ
る
。
多
く
の
住
民
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

�

今
後
、
ど
ん
な
教
育
を
取

答問答

り
組
む
か
議
論
を
積
み
重
ね
る
。

詳
細
は
未
決
定
で
あ
る
こ
と
を

了
解
し
て
ほ
し
い
。

�

新
し
い
学
校
と
い
う
の
な

ら
丁
寧
な
対
応
が
必
要
だ
。
改

革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
統
合
は
平
成　

年
度
を
目
標

27

と
し
、
合
意
が
あ
っ
て
も
綿
密

な
計
画
と
教
育
環
境
の
準
備
に

時
間
を
か
け
る
こ
と
が
必
要
」

と
あ
る
が
、
2
年
も
前
倒
し
す

る
強
引
な
進
め
方
は
、
「
統
合

先
に
あ
り
き
」
だ
。

�

平
成　

年
、
旧
夜
久
野
町

12

の
と
き
に
「
1
校
で
検
討
し
た

問答

ら
ど
う
か
」
と
い
う
最
終
答
申

が
あ
る
。
拙
速
で
は
な
い
。

（
教
育
総
務
課
・
学
校
教
育
課
）

�

常
設
の
捕
獲
実
施
隊
の
編

成
状
況
と
駆
除
目
標
頭
数
は
。

�

8
月
に
8
人
と
契
約
。
9

月　

日
に
ス
タ
ー
ト
。
他
に　

12

10

人
の
補
助
員
を
推
薦
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
捕
獲
目
標
は
設

定
し
て
い
な
い
。

（
林
業
振
興
課
）

問答

日本共産党市会議員団

中島　英俊 議員

統合計画のある夜久野中学校

こ
れ
で
よ
い
の
か

「（
仮
称
）
夜
久
野
学

園
」

小
規
模
修
繕
工
事
登

録
者
制
度
で
業
者
支

援
を

議
会
百
条
委
員
会
の

提
言
に
よ
る
市
の
総

括
は

下
水
道
料
金
の
賦
課

漏
れ
の
総
括
は

同
和
行
政
は
キ
ッ
パ

リ
終
結
を

こ
れ
で
よ
い
の
か

改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム

こ
れ
で
よ
い
の
か

獣
害
対
策
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�

日
常
生
活
で
使
用
し
て
い

る
住
所
（
自
治
会
）
表
示
と
住

民
票
の
住
居
表
示
が
異
な
り
、

多
く
の
市
民
が
長
年
に
わ
た
っ

て
、
生
活
に
不
便
を
感
じ
な
が

ら
大
変
混
乱
し
て
き
た
事
実
が

問

あ
る
。
字
天
田
○
○
番
地
や
字

堀
○
○
番
地
、
区
画
整
理
さ
れ

た
新
住
所
な
ど
が
混
在
し
、
福

知
山
市
民
の
み
な
ら
ず
、
転
居

さ
れ
て
き
た
市
民
や
、
開
設
さ

れ
た
事
業
所
な
ど
、
何
よ
り
も
、

未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち

に
分
か
り
や
す
い
住
居
表
示
に

す
る
た
め
に
も
、
早
急
に
改
定

す
る
必
要
が
あ
る
。

�

住
居
表
示
の
問
題
は
、
歴

史
的
な
地
名
や
地
域
の
課
題
な

ど
の
問
題
が
多
く
あ
る
。
住
所

の
基
礎
と
な
る
市
街
地
の
公
地

図
制
度
が
低
く
、
密
集
地
の
測

答

量
か
ら
行
う
必
要
が
あ
り
、
大

変
な
費
用
と
膨
大
な
時
間
が
か

か
る
。
住
民
理
解
と
調
整
に
も

準
備
が
必
要
で
見
送
っ
て
き
た
。

�

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律

が
制
定
さ
れ
て
か
ら　

年
が
経

50

過
し
、
福
知
山
市
議
会
で
住
居

表
示
の
改
正
決
議
が
さ
れ
て
か

ら
で
も　

年
経
過
し
て
い
る
。

30

市
民
へ
の
配
慮
が
欠
落
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
隣
接
市
で

は
完
了
し
て
い
る
。
早
急
に
改

善
し
て
ほ
し
い
。

�

導
入
に
対
し
て
専
門
部
所

を
設
置
し
、
先
進
地
の
調
査
と

問答

検
討
を
進
め
た
い
。   （
総
務
課
）

�

景
気
の
低
迷
に
伴
い
、
市

内
の
事
業
所
が
減
少
弱
体
化
し

て
い
る
。
官
民
一
体
と
な
り
、

地
域
活
動
を
維
持
発
展
さ
せ
る

た
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
教
育
・
福

祉
活
動
、
障
害
者
雇
用
な
ど
に

物
心
共
に
協
力
し
て
い
る
地
元

企
業
に
、
「
地
域
貢
献
」
と
い

う
判
断
基
準
を
取
り
入
れ
、
役

務
・
指
定
管
理
な
ど
の
地
元
発

注
を
増
進
し
て
は
ど
う
か
。

問

�

地
元
事
業
所
の
地
域
貢
献

は
多
様
な
支
援
協
力
を
賜
り
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
貢
献
事

業
所
の
評
価
と
し
て
、
ポ
イ
ン

ト
制
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

地
元
支
援
を
促
進
す
る
た
め
に
、

融
資
や
選
定
を
行
い
、
市
内
の

業
者
を
最
優
先
指
名
の
経
緯
も

あ
る
。
今
後
も
地
元
業
者
を
守

り
育
て
る
方
向
性
は
堅
持
し
支

援
し
て
い
き
た
い
。

（
商
工
振
興
課
・
管
財
契
約
課
）

答

�

行
政
施
設
の
照
明
を
電
球

型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
蛍
光
灯
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
交
換
す
る
こ
と
で
、
耐
久
性

と
電
気
料
金
の
大
幅
な
経
費
削

減
が
見
込
め
る
。
行
政
施
設
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
取
り
組
み
は
。

�

節
電
や
環
境
対
策
と
し
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
市
民
意
識
は
高
い
。

電
気
料
金
が
5
分
の
1
、
耐
久

性
が　

倍
と
い
う
利
点
を
考
慮

40

す
る
と
、
交
換
設
置
費
用
な
ど

の
削
減
も
見
込
め
る
。
今
後
は

公
共
施
設
で
の
設
置
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
環
境
政
策
室
）

問答

福知山未来の会

田渕　裕二 議員

福
知
山
市
の
不
便
な

住
居
表
示
の
早
期
改

善
を

�

基
本
構
想
の
見
直
し
点
は
。

�

新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き
、

「
北
近
畿
の
都
」
の
フ
レ
ー
ズ

を
「
北
近
畿
を
リ
ー
ド
す
る
創

造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、福
知
山
」

に
、
ま
た
人
口
推
計
値
9
万
人

問答

を
7
万
7
0
0
0
人
に
見
直
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
市
長
公
室
）

�

由
良
川
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド

の
ト
イ
レ
整
備
を
。

�

国
交
省
の
許
可
条
件
で
は
、

緊
急
時
に
搬
出
で
き
る
も
の
と

し
て
の
仮
設
ト
イ
レ
で
固
定
式

ト
イ
レ
は
難
し
い
。

�

長
田
野
公
園
運
動
広
場
の

ト
イ
レ
・
駐
車
場
の
拡
張
を
。

�

多
目
的
ト
イ
レ
の
新
設
と

東
側
野
球
グ
ラ
ン
ド
横
に　

台
27

分
の
増
設
を
今
年
度
に
発
注
予

定
で
あ
る
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
都
市
計
画
課
） 

問答問答

�

有
害
鳥
獣
被
害
の
抑
制
計

画
（
被
害
額
の
抑
制
目
標
・
具

体
策
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

�

平
成　

年
度
の
5
3
4
3

21

万
円
を
平
成　

年
度
ま
で
に
は

27

3
6
0
0
万
円
ま
で
抑
制
し
た

い
。
捕
獲
と
防
除
を
基
本
に
被

害
額
を
抑
え
て
い
き
た
い
。

（
林
業
振
興
課
）

�

園
内
の 
臭 
い
の
解
消
を
。

に
お

�

8
名
の
職
員
で
清
掃
を
行 

っ
て
い
る
が
、
今
後
も
工
夫
を

問答問答

し
て
対
策
を
講
じ
た
い
。

（
都
市
計
画
課
）

�

教
室
の
環
境
の
改
善
を
。

�

学
校
施
設
の
耐
震
化
が
最

優
先
課
題
で
あ
る
が
、
異
常
高

温
で
教
室
の
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
。
実
態
を
見
極
め
た
上
で

扇
風
機
な
ど
可
能
な
代
替
措
置

を
講
じ
た
い
。

�

教
室
棟
の
ト
イ
レ
の
改
修

を
。

�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
、

問答問答

入
学
予
定
者
を
考
慮
し
な
が
ら

計
画
的
に
維
持
管
理
を
し
て
い

き
た
い
。

�

通
学
路
の
歩
道
（
が
い
そ

く
線
）
の
整
備
を
。

�

交
通
安
全
事
業
と
し
て
今

年
度
中
に
講
じ
た
い
。（

土
木
課
）

問答

福　政　会

稲葉　民俊 議員

市道川北荒木線の通学路

第
四
次
総
合
計
画
後

期
計
画
の
基
本
方
針

活
性
化
に
貢
献
す
る

地
元
業
者
へ
の
支
援

策
は

行
政
施
設
の
環
境
対

策
と
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を

市
立
動
物
園
の
環
境

問
題
に
つ
い
て

教
育
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

市
道
川
北
荒
木
線
の

通
学
路
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
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�

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の

早
期
導
入
を
。

�

住
民
基
本
台
帳
、
家
屋
台

帳
、
被
災
状
況
を
一
元
化
し
て

管
理
で
き
、
瞬
時
に
罹
災
証
明

書
を
発
行
で
き
る
。
全
国
サ

問答

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
利
用
申
請

を
し
、
許
可
が
出
た
。
平
成　
24

年
度
に
導
入
す
る
。

（
総
務
課
）

�

日
新
中
学
校
の
今
回
の
事

件
の
概
要
は
。

�

福
知
山
市
内
の
中
学
2
、

3
年
の
少
年
グ
ル
ー
プ
が
、
6

月　

日
午
前
3
時
半
ご
ろ
か
ら

26
4
時　

分
に
か
け
て
日
新
中
学

20

校
に
侵
入
し
、
石
や
プ
ラ
ン
タ 

ー
な
ど
を
投
げ
て
校
舎
の
窓
ガ

問答

ラ
ス
計
1
1
1
枚
（
約　

万
7

77

0
0
0
円
相
当
）
を
破
損
さ
せ

た
。

�

緊
急
要
望
事
項
と
し
て
防

犯
カ
メ
ラ
の
早
期
設
置
を
。

�

学
校
や
地
域
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
設
置
の
必
要
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
教
育
総
務
課
）

�

平
成　

年
度
決
算
書
で
は
、

22

簿
価
総
額
約　

億
円
、
金
融
機

80

関
か
ら
の
借
入
額
約　

億
円
。

60

問答問

時
価
総
額
は
約　

億
円
と
言
わ

30

れ
、
約　

億
円
の
損
失
が
見
込

30

ま
れ
る
。
そ
の
額
は
さ
ら
に　
50

億
円
、
1
0
0
億
円
に
も
膨
れ

上
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
解

散
前
に
外
部
監
査
の
導
入
を
。

�

議
会
が
設
置
し
た
特
別
委

員
会
に
よ
る
公
認
会
計
士
の
調

査
と
市
の
検
討
委
員
会
の
調
査

で
充
分
と
考
え
て
い
る
。

（
財
政
課
）

�

平
成　

年
か
ら　

年
で
約

10

15

答問

　

億
の
費
用
が
必
要
と
い
わ
れ

50て
い
る
が
。

�

法
定
の
更
新
時
期
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
で　

年
、
通
信
機

10

器
で
9
年
、
放
送
機
器
で
6
年
。

費
用
は
、
通
信
・
放
送
機
器
で

　

億
7
0
0
0
万
円
。
光
フ
ァ

13イ
バ
ー
は
、
撤
去
分
を
含
め　
24

億
6
0
0
0
万
円
の
2
割
増
に

な
る
。　
　
　
　
 （
情
報
推
進
課
）

�

オ
ー
ル
福
知
山
で
の
職
員

数
は
、
平
成　

年
4
月
1
日
現

23

答問

在
で
2
0
6
3
人
。
人
件
費
は

平
成　

年
度
決
算
で
1
1
6
億

22

4
4
8
4
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

臨
時
職
員
の
人
件
費
は
物
件
費

扱
い
で
含
ま
れ
な
い
が
、
そ
の

内
容
は
。

�

5
1
2
人
で
、
7
億
8
8

0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。 

（
職
員
課
）

答

公明党市会議員団

大谷　洋介 議員

�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
盟
す
る
と
、

関
税
が
な
く
な
り
外
国
産
の
農

産
物
価
格
と
の
競
争
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
消
費
者
が
安
い
米

に
集
中
す
る
と
、
日
本
の
農
家

は
米
販
売
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を

問

得
な
い
状
況
に
な
る
。
農
業
だ

け
で
な
く
、
他
の　

分
野
に
も

23

影
響
が
出
て
く
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

進
め
る
こ
と
は
、
日
本
の
経
済

を
根
本
か
ら
崩
す
も
の
だ
。
本

市
の
農
業
生
産
額
は
い
く
ら
に

な
る
と
見
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

農
業
が
衰
退
し
な
い
の
か
。

�

農
林
水
産
省
の
農
業
へ
の

影
響
試
算
で
は
、
主
要
農
産
品

　

品
目
に
つ
い
て
、
全
世
界
を

19対
象
に
直
ち
に
関
税
撤
廃
を
行

い
、
な
ん
ら
か
の
対
策
を
講
じ

な
い
場
合
は
、
影
響
試
算
で
は

4
兆
1
0
0
0
億
円
程
度
、
食

答

料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

　

％
か
ら　

％
に
減
少
す
る
。

40

14

米
に
つ
い
て
は　

％
が
影
響
す

90

る
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
福
知

山
市
に
お
い
て
も
生
産
額
に
影

響
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

（
農
業
振
興
課
）

�

各
学
校
の
質
問
内
容
を
見

る
と
、
日
常
の
学
校
生
活
や
地

域
の
こ
と
、
市
全
体
の
こ
と
と

疑
問
点
が
良
く
と
ら
ま
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
市
へ
の
提
言

問

な
ど
も
あ
り
、
今
後
に
生
か
せ

る
も
の
で
あ
る
が
、
六
人
部
中

学
校
で
は
教
室
の
ク
ー
ラ
ー
設

置
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

夏
、
各
学
校
の
対
応
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
来
年
は
ど
う
す

る
の
か
。

�

教
室
内
が
高
温
で
、
暑
い

思
い
を
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
耐
震
化
を
優

先
す
る
。
し
か
し
、
実
態
を
見

極
め
な
が
ら
扇
風
機
の
設
置
な

ど
可
能
な
代
替
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
は
、
今
後
の

答

検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（
教
育
総
務
課
）

�

射
撃
場
の
近
く
に
は
住
宅

が
あ
る
。
最
近
、
特
に
音
が
大

き
く
な
っ
た
原
因
は
。

�

平
成　

年
度
よ
り
射
撃
訓

18

練
が
増
え
て
い
る
。

�

い
つ
に
な
れ
ば
対
策
が
講

じ
ら
れ
る
の
か
。

�

福
知
山
駐
屯
地
と
し
て
、

防
衛
庁
に
予
算
を
要
求
す
る
中

で
、
防
音
対
策
に
つ
い
て
は
土

問答問答

盛
り
と
樹
木
の
植
栽
を
予
定
し

て
い
る
。　
　
　
　
（
市
長
公
室
）

日本共産党市会議員団

足立　　進 議員

住宅地の近くにある射撃場

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
市

長
の
基
本
的
な
考
え

方
は

東
日
本
大
震
災
を
受

け
て
の
市
の
危
機
管

理
は

学
校
の
防
犯
体
制
に

つ
い
て

市
土
地
開
発
公
社
の

正
確
な
情
報
開
示
を

ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
事

業
の
更
新
費
用
は

市
職
員
人
件
費
の
さ

ら
な
る
削
減
を

中
学
生
議
会
で
の
提

言
で
今
後
の
実
施
計

画
は

福
知
山
射
撃
場

室
地
区
の
遮
音
対
策

は
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�

想
定
外
の
災
害
へ
の
防
災

対
策
の
考
え
は
。

�

尊
い
経
験
を
生
か
し
、
避

難
所
の
充
実
や
市
民
の
的
確
な

判
断
や
行
動
へ
の
啓
発
を
強
化

し
て
い
く
。

問答

�

原
発
の
事
故
発
生
時
対
応

の
考
え
を
。

�

放
射
能
簡
易
測
定
機
が
そ

ろ
え
ば
、
定
期
測
定
し
、
情
報

公
開
す
る
。
避
難
行
動
は
府
な

ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
考
え

て
い
く
。

�

自
主
防
災
組
織
の
現
状
と

育
成
強
化
は
。

�

9
月
現
在
、
3
2
7
自
治

会
中
、
1
9
5
自
治
会
が
組
織
。

未
結
成
の
自
治
会
に
組
織
化
を

お
願
い
し
て
い
る
。  （
総
務
課
）

問答問答

�

市
土
地
開
発
公
社
の
解
散

を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の

今
後
の
対
応
は
。

�

市
土
地
開
発
公
社
の
不
適

切
な
事
務
処
理
等
調
査
特
別
委

員
会
の
報
告
で
、
清
算
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
す
べ
き
と
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
市
土

地
開
発
公
社
経
営
検
討
委
員
会

で
、
平
成
3
年
を
頂
点
に
地
価

の
下
落
が
続
き
、
土
地
の
先
行

取
得
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た

問答

と
し
て
、
解
散
の
提
言
を
受
け

た
。
こ
れ
ら
を
受
け
止
め
、
解

散
を
含
む
方
向
性
に
つ
い
て　
12

月
議
会
を
め
ど
に
説
明
す
る
。

�

解
散
、
市
引
き
受
け
の
場

合
は
、
保
有
土
地
評
価
額
が
非

常
に
不
明
瞭
で
あ
り
、
「
特
別

会
計
」
と
し
て
し
っ
か
り
管
理

を
。

�

引
き
受
け
の
場
合
は
、
相

談
検
討
の
上
、
適
切
な
処
理
対

応
を
し
た
い
。　
　
      （
財
政
課
）

問答

�

荒
廃
が
続
く
農
地
の
再
生

対
応
は
。

�

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向

け
、
特
産
と
し
て
の
「
み
ょ
う

が
」
「
山
ぶ
き
」
の
栽
培
を
促

進
、
支
援
し
て
い
る
。

  （
農
業
振
興
課
）

�

若
者
定
住
と
雇
用
に
対
す

る
施
策
は
。

�

ふ
る
さ
と
就
職
応
援
基
金

を
財
源
と
し
て
若
者
定
住
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
福

知
山
雇
用
連
絡
会
議
を
通
じ
て

地
元
就
職
策
に
取
り
組
み
、
農

山
村
活
性
化
計
画
に
沿
っ
て
地

問答問答

元
や
府
と
の
連
携
に
よ
る
活
性

化
策
を
行
っ
て
い
る
。

（
農
林
管
理
課
・
商
工
振
興
課
）

無　会　派

桐村　一彦 議員

市
の
「
原
発
事
故
」

対
応
と
備
え
は

農村地域を悩ます有害鳥獣（あなぐま）

�

６
月
定
例
会
で
市
議
会
が

行
っ
た
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の

凍
結
決
議
に
対
し
て
、
市
は

「
決
議
の
重
さ
を
深
く
受
け
と

め
、
実
施
設
計
の
発
注
を
留
保

し
て
い
る
」
と
回
答
さ
れ
て
い

問

る
が
、
当
初
予
算
の
留
保
の
み

な
ら
ず
、
財
政
問
題
な
ど
決
議

の
内
容
を
真
摯
に
検
討
し
て
そ

の
結
果
を
議
会
、
市
民
に
対
し

て
説
明
す
る
責
任
が
発
生
し
て

い
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
本
質

的
な
問
題
解
決
に
つ
な
が
ら
な

い
と
考
え
る
が
。

�

3
月
議
会
で
予
算
承
認
を

得
た
が
、
選
挙
で
議
会
が
新
体

制
に
な
っ
た
。
説
明
が
不
十
分

で
反
省
し
て
い
る
。
オ
ー
ル
福

知
山
と
し
て
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ 

ー
シ
ョ
ン
を　

月
の
決
算
委
員

10

会
ま
で
に
明
ら
か
に
し
て
、
利

答

便
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
見

直
す
べ
き
は
見
直
す
。

�

高
度
経
済
成
長
型
開
発
政

策
の
継
続
と
前
例
踏
襲
主
義
に

よ
る
行
財
政
の
硬
直
化
を
厳
し

く
総
括
し
、
そ
の
反
省
の
上
に

立
っ
て
、
市
民
福
祉
の
向
上
と

安
全
を
最
優
先
し
た
持
続
可
能

な
行
政
執
行
が
求
め
ら
れ
る
。

再
検
証
を
行
い
、
必
要
な
見
直

し
が
完
了
す
る
ま
で
現
計
画
は

凍
結
す
べ
き
だ
が
。

�

現
段
階
で
考
慮
す
べ
き
点

を
す
べ
て
組
み
込
ん
だ
中
期
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す

問答

な
か
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
し
、
既
決
予
算
の
執
行
に

着
手
し
て
い
き
た
い
。 （

市
長
公
室
）

�

合
併
処
理
地
域
は
行
政
の

都
合
で
指
定
さ
れ
、
下
水
道
な

ど
集
合
処
理
に
は
加
入
で
き
な

い
。
集
合
処
理
の
使
用
料
は
公

共
料
金
と
し
て
、
水
道
使
用
料

を
基
本
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
者
は
一

人
住
ま
い
で
あ
っ
て
も
、
7
人

問

槽
な
ど
の
管
理
費
を
委
託
業
者

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
推
進
組
合

の
維
持
さ
え
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
集
合
処
理
区
域
と
の
公
平

性
に
か
け
る
。
ま
た
、
業
者
に

よ
っ
て
料
金
が
違
う
。
綾
部
市

や
京
丹
波
町
は
使
用
人
数
に
よ

る
公
共
料
金
制
と
な
っ
て
い
る
。

福
知
山
市
も
公
共
料
金
と
す
べ

き
だ
が
。

�

福
知
山
市
の
合
併
処
理
浄

化
槽
委
託
管
理
者
は
4
業
者
で

あ
り
、
7
人
槽
の
管
理
費
は
最

高
で
9
万
円
、
最
低
は
7
万
3

答

0
0
0
円
と
聞
い
て
い
る
。
公

共
料
金
化
は
、
設
備
の
無
償
譲

渡
な
ど
難
問
が
多
く
あ
り
難
し

い
。　
　
　
　
 
（
下
水
道
管
理
課
）

日本共産党市会議員団

吉見　純男 議員

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
凍

結
決
議
と
市
の
説
明

責
任
は

市
土
地
開
発
公
社
引

き
受
け
は
『
特
別
会

計
』
で

農
村
地
域
の
課
題
と

活
性
化
対
策
は

合
併
処
理
浄
化
槽
使

用
料
は
公
共
料
金
で

負担の公平化が求められる合併処理浄化槽
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�

農
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
事

業
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
登
録

申
請
の
件
数
及
び
成
約
数
は
。

�

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度

は
平
成　

年
6
月
に
本
市
農
山

21

村
地
域
の
空
き
家
、
建
築
可
能

問答

な
空
き
地
を
登
録
対
象
と
し
て

運
用
を
開
始
し
た
。
平
成　

年
23

9
月　

日
現
在
で
の
登
録
者
数

10

は
、
空
き
家
登
録　

件
、
利
用

13

者
登
録　

件
、
成
約
数
5
件
、

84

入
居
者
数　

人
と
な
っ
て
い
る
。

15

�

契
約
に
至
る
ま
で
の
サ
ポ 

ー
ト
と
し
て
、
府
の
「
京
の
田

舎
ぐ
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
制

度
」
を
利
用
す
る
考
え
は
。

�

「
京
の
田
舎
ぐ
ら
し
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
制
度
」
は
Ｉ
タ
ー
ン

な
ど
に
よ
る
都
市
住
民
の
農
山

村
移
住
を
推
進
す
る
た
め
に
、

現
地
で
の
よ
り
き
め
細
か
い
情

問答

報
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
も
の
で
、
福
知
山
市
で
は
6

名
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
は
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
も
連
携

を
図
り
、
移
住
者
の
受
け
入
れ

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
農
林
管
理
課
）

�

迅
速
な
救
急
医
療
の
提
供

に
つ
な
が
る
キ
ッ
ト
の
導
入
を
。

�

キ
ッ
ト
の
導
入
に
関
し
て

今
後
、
配
布
対
象
者
の
範
囲
、

配
布
方
法
な
ど
を
各
関
係
機
関

問答

と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

（
高
齢
者
福
祉
課
）

�

市
役
所
の
各
窓
口
に
手
話

通
訳
者
の
配
置
を
。

�

窓
口
の
あ
る
課
に
手
話
通

訳
の
で
き
る
職
員
を
配
置
す
る

必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
市
が
行
う
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
、
あ
る
い
は
職
員
研
修

の
一
環
で
あ
る
財
団
法
人
京
都

府
市
町
村
振
興
協
会
の
手
話
研

修
を
通
じ
、
一
人
で
も
多
く
手

問答

話
の
で
き
る
窓
口
職
員
を
養
成

し
て
い
き
た
い
。

（
社
会
福
祉
課
・
職
員
課
）

�

今
回
の
訓
練
の
成
果
は
。

�

合
同
救
護
所
構
築
訓
練
な

ど
の
基
礎
的
な
関
係
機
関
と
の

連
携
訓
練
や
要
配
慮
者
の
避
難

訓
練
を
新
た
に
取
り
入
れ
、
計

画
通
り
実
施
で
き
た
。
ま
た
、

地
域
訓
練
の
参
加
が
過
去
最
多

と
な
っ
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
危
機
意
識
が
向
上
し
て

問答

い
る
こ
と
の
表
れ
と
考
え
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
   （
総
務
課
）

公明党市会議員団

吉見　茂久 議員

農
山
村
振
興
と
定
住

施
策
に
つ
い
て

今年の台風１５号による豪雨で増水した由良川

�

合
併
後
5
年
が
過
ぎ
、
当

時
の
協
定
事
項
の
達
成
度
は
。

�
　

・
8
％
の
進
捗
率
だ
。

98

�

旧
3
町
の
現
状
と
今
後
の

町
づ
く
り
の
方
向
性
は
。

�

策
定
中
の
第
4
次
市
総
合

問答問答

計
画
後
期
計
画
に
基
づ
き
進
め

て
い
る
。
旧
3
町
は
支
所
を
活

用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保

し
、
地
域
振
興
を
充
実
さ
せ
、

過
疎
債
な
ど
を
使
い
、
市
域
の

均
衡
あ
る
発
展
に
努
め
た
い
。

（
市
長
公
室
）

�

防
災
行
政
無
線
の
充
実
を

図
り
、
山
間
部
に
も
増
設
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

�

屋
外
拡
声
子
局
は
由
良
川
、

土
師
川
、
牧
川
流
域
な
ど
に　
53

問答

基
が
設
置
済
み
で
あ
る
。
山
間

部
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
の
世
帯
に
戸
別

受
信
機
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

�

市
民
に
防
災
情
報
を
伝
達

す
る
手
段
は
。

�

防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ

ン
・
音
声
、
エ
フ
エ
ム
キ
ャ
ッ

ス
ル
の
緊
急
割
込
放
送
、
消
防

団
の
広
報
車
、
携
帯
メ
ー
ル
配

信
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
エ
リ
ア
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
な
ど
で
あ
る
。    （
総
務
課
）

問答

�

「
ふ
く
ち
や
ま
大
使
館
」

設
立
計
画
の
状
況
は
。

�

外
国
籍
市
民
の
生
活
支
援
、

民
間
国
際
交
流
団
体
の
活
動
支

援
、
市
民
と
外
国
籍
市
民
の
国

際
交
流
団
体
の
拠
点
と
な
る
組

織
・
施
設
と
し
て
の
役
割
を
掲

げ
て
い
る
。

�

外
国
人
登
録
者
数
の
現
状

は
。

�

本
市
の
外
国
人
登
録
者
数

は
平
成　

年
1
1
5
0
人
だ
っ

13

問答問答

た
が
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
平

成　

年
で
は
8
9
9
人
で
あ
る
。

23

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

�

市
職
員
を
青
年
海
外
協
力

隊
へ
参
加
さ
せ
る
考
え
は
。

�

協
力
隊
に
市
職
員
派
遣
実

績
は
な
い
が
、
条
例
に
よ
り
活

動
終
了
後
は
、
職
務
に
復
帰
で

き
る
休
業
制
度
の
趣
旨
を
生
か

せ
た
ら
と
考
え
る
。   （
職
員
課
）

�

市
内
の
経
済
効
果
の
拡
大

と
合
わ
せ
て
、
地
元
業
者
の
育

問答問

成
は
。

�

特
別
な
工
事
な
ど
以
外
は

市
内
に
本
社
・
本
店
を
も
つ
業

者
を
優
先
指
名
し
、
市
内
業
者

発
注
に
努
め
て
い
く
。
そ
の
こ

と
が
市
内
業
者
の
育
成
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
活

性
化
の
た
め
に
、
今
後
と
も
そ

の
よ
う
な
方
針
で
い
き
た
い
。

（
管
財
契
約
課
）

答

無　会　派

塩見日出勝 議員

1
市
3
町
合
併
問
題

に
つ
い
て

救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
に
つ
い
て

福
知
山
市
障
害
福
祉

計
画
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

福
知
山
市
地
域
防
災

訓
練
に
つ
い
て

防
災
施
策
に
つ
い
て

国
際
交
流
に
関
し
て

経
済
活
性
化
問
題
に

つ
い
て
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�

毎
年
課
題
の
多
い
、
夏
休

み
の
事
業
を
終
え
て
の
課
題
は
。

�

夏
休
み
は
、
多
く
の
児
童

申
し
込
み
が
あ
り
、
1
人
当
た

り
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
で
き

な
か
っ
た
。
将
来
的
に
は
児
童

館
や
現
在
の
学
校
の
教
室
を
利

問答

用
で
き
な
い
か
検
討
中
。
夏
休

み
の
パ
ー
ト
指
導
員
の
確
保
に

つ
い
て
も
、
迷
惑
を
か
け
て
い

る
。
今
後
は
で
き
る
限
り
、
利

用
者
の
人
数
把
握
を
早
く
行
い
、

指
導
員
体
制
を
早
く
確
立
し
た

い
。
熱
中
症
対
策
は
、
指
導
員

が
心
を
砕
い
た
問
題
で
あ
り
、

ク
ラ
ブ
の
統
一
的
な
方
向
は
な

く
、
今
後
の
課
題
。
4
年
生
の

受
け
入
れ
は
、
現
在
は
長
期
休

養
中
と
し
て
い
る
が
、
本
市
の

「
次
世
代
育
成
計
画
」
で
も
、

4
年
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

う
た
っ
て
お
り
、
今
後
検
討
し

た
い
。　
　
　
 
（
子
育
て
支
援
課
）

�

施
設
の
早
期
建
設
を
求
め

る
請
願
署
名
が
地
域
に
回
っ
て

お
り
、そ
の
設
立
発
起
人
や（
私

た
ち
も
応
援
し
ま
す
）
の
団
体

に
、
市
の
特
別
職
で
あ
る
自
治

会
長
運
営
委
員
会
や
市
の
補
助

金
を
受
け
て
い
る
団
体
が
多
い

が
、
市
の
見
解
は
。
ま
た
、
こ

の
署
名
用
紙
が
回
覧
板
で
回
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

�

各
種
団
体
の
判
断
で
取
り

問答

組
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

回
覧
板
の
件
は
、
同
義
的
な
面

で
の
質
問
だ
と
思
う
が
、
自
主

的
な
活
動
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨

か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
は
思
っ

て
い
な
い
。

�

市
長
は
成
美
大
学
で
の
講

演
で
「
交
流
プ
ラ
ザ
が
凍
結
と

な
り
腹
立
た
し
い
。
今
後
は
、

市
民
か
ら
の
建
設
推
進
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
期
待
す
る
」
と
コ
メ

ン
ト
さ
れ
て
い
る
が
「
こ
の
建

設
推
進
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、

建
設
推
進
署
名
の
こ
と
だ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
補
助
金
を
出
す

問

側
と
受
け
る
側
に
利
害
関
係
、

し
が
ら
み
が
生
じ
て
い
る
と
思

う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

�

私
の
発
言
と
建
設
推
進
署

名
に
関
係
が
あ
っ
た
と
は
思
っ

て
い
な
い
し
、
し
が
ら
み
に
つ

い
て
も
、
発
生
す
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

�

建
設
推
進
署
名
の
設
立
発

起
人
に
名
前
を
連
ね
て
い
る

「
社
会
福
祉
協
議
会
」
は
、
市

か
ら
補
助
金
を
受
け
、
指
定
管

理
も
受
け
て
い
る
法
人
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
起
人
に

な
ら
れ
た
の
か
を
調
べ
る
と
、

答問

正
副
理
事
長
会
議
で
決
め
ら
れ
、

理
事
会
や
評
議
委
員
会
は
開
か

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
議
員
か

ら
も
「
社
協
」
に
理
事
を
出
し

て
い
る
が
、
事
後
報
告
も
な
い
。

さ
ら
に
、
正
副
理
事
長
会
議
の

議
事
録
の
開
示
請
求
を
求
め
た

が
、
開
示
さ
れ
な
い
。
以
上
の

件
に
つ
い
て
の
、
市
の
見
解
は
。

�

ど
う
言
う
形
で
決
め
ら
れ

た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
に
は
規
則
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
何
と
も
答
え
よ

う
が
な
い
。

（
市
長
公
室
）

答

市民と改革の会

荒川　浩司 議員

�

京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
完

成
す
れ
ば
、
現
状
の
国
道
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
も
敬
遠
さ
れ
、

福
知
山
市
に
影
響
が
大
き
い
。

早
期
の
改
修
要
望
を
。

�

丹
波
か
ら
和
知
の
区
間
は
、

問答

平
成　

年
度
末
の
供
用
開
始
を

26

目
指
し
て
い
る
。
供
用
が
開
始

さ
れ
る
と
、
当
市
へ
の
観
光
入

込
客
な
ど
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
や
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都

三
和
へ
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
上
か
ら
も
、
当
区
間
の
四
車

線
化
な
ど
は
重
要
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
と
も
国
交
省

や
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要

望
活
動
を
強
く
進
め
て
行
き
た

い
。

�

福
知
山
道
路
は
、
長
田
野

か
ら
新
圧
ま
で
の
5
・
8
㎞
で

土
師
バ
イ
パ
ス
や
堀
高
架
橋
を

含
む
四
車
線
化
事
業
で
昭
和　
53

年
か
ら
事
業
展
開
さ
れ
、
現
在
、

堀
高
架
橋
の
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
地
元
住
民
の
み
な
ら

ず
、
高
速
道
路
か
ら
の
入
り
込

み
な
ど
交
通
量
の
集
中
す
る
交

差
点
で
、
渋
滞
の
解
消
の
た
め

に
一
日
も
早
い
完
成
を
願
っ
て

い
る
。
今
後
の
計
画
は
。

�

国
交
省
に
お
い
て
、
今
年

度
当
初
予
算
で
4
億
1
0
0
0

万
円
を
確
保
し
、
新
土
師
橋
や

問答

福
知
山
大
橋
の
上
部
架
設
、
堀

高
架
橋
の
下
部
工
事
な
ど
を
実

施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、

長
田
野
か
ら
岡
地
区
ま
で
の
四

車
線
化
事
業
は
平
成　

年
度
内

26

に
供
用
開
始
の
予
定
と
聞
い
て

い
る
。　
　
　
　
 
（
都
市
整
備
課
）

�

６
月
議
会
で
市
民
か
ら
出

さ
れ
た
「
建
設
凍
結
に
関
す
る

請
願
」
は
賛
成
多
数
で
否
決
さ

れ
、
議
員
提
案
の
「
建
設
の
凍

結
を
求
め
る
決
議
」
は
僅
差
で

問

可
決
さ
れ
た
。
確
か
に
、
今
の

財
政
状
況
で
の
投
資
に
よ
る
将

来
負
担
な
ど
を
考
え
る
と
、
慎

重
に
有
る
べ
き
と
の
意
見
は
耳

を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
今
日
ま
で
の
経
過
を
考

え
、「
今
さ
ら
な
ぜ
」
の
声
を
聞

く
。
充
分
に
検
討
を
重
ね
て
来

た
事
実
の
も
と
、
継
続
を
強
く

望
む
が
、
市
長
の
見
解
は
。

�

こ
の
基
本
計
画
は
5
年
程

度
を
要
す
る
た
め
、
今
が
有
利

な
制
度
を
利
用
で
き
る
限
界
と

考
え
て
い
る
。
目
先
で
な
く　
10

年
、　

年
を
見
据
え
て
、
喜
ん

20

答

で
頂
け
る
市
政
を
目
指
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
（
市
長
公
室
）

�

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部

サ
テ
ラ
イ
ト
を
交
流
プ
ラ
ザ
内

に
設
置
を
計
画
し
た
意
義
、
現

在
の
利
用
実
績
は
。

�

府
の
総
合
就
業
支
援
拠
点

と
し
て
、
利
用
者
が
北
部
全
体

に
及
ぶ
こ
と
な
ど
か
ら
、
最
も

駅
に
近
い
場
所
が
適
当
と
判
断

し
た
。
利
用
者
数
は
、
開
設
以

来
平
均
で
年
間
2
6
6
1
名
。

（
商
工
振
興
課
）

問答

平　成　会

谷口　　守 議員

国
道
9
号
瑞
穂
福
知

山
間
の
早
期
改
修
を

国
道
9
号
福
知
山
道

路
の
進
捗
状
況
は

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に

つ
い
て

夏
休
み
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
終
え
て

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に

つ
い
て
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�

本
市
は
入
札
予
定
価
格
を

事
前
公
表
し
て
い
る
が
、
府
下

の
自
治
体
で
事
後
公
表
を
実
施

し
て
い
る
市
は
、
綾
部
市
、
亀

岡
市
、
京
丹
後
市
。
近
隣
で
は

兵
庫
県
丹
波
市
、
朝
来
市
で
あ

問

り
、
本
市
を
取
り
巻
く
近
隣
市

で
事
後
公
表
に
な
っ
て
い
る
。

国
の
方
針
も
踏
ま
え
て
の
見
解

は
。

�

国
交
省
の
言
っ
て
い
る
弊

害
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い

て
顕
著
な
動
き
は
な
い
。
京
都

府
の
動
向
も
勘
案
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

�

予
定
価
格
の
上
限
か
ら
下

限
ま
で
の
間
が
適
正
価
格
と
な

る
が
、
常
に
そ
の
下
限
線
上
で

の
落
札
が
常
態
化
す
れ
ば
、
適

正
な
利
潤
を
計
上
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
法
人
税
や
、
所
得

答問

税
の
増
加
に
よ
る
財
政
健
全
化

が
本
来
の
形
だ
。
現
状
は
本
末

転
倒
だ
。
改
め
て
見
解
を
伺
う
。

�

経
済
の
活
性
化
に
よ
る
税

収
の
増
加
が
目
指
す
べ
き
形
と

理
解
し
て
い
る
。
予
定
価
格
を

事
前
公
表
す
る
こ
と
が
、
最
低

制
限
価
格
付
近
で
の
競
争
と
な

る
と
の
指
摘
だ
が
、
今
年
8
月

に
出
さ
れ
た
国
交
省
の
入
札
契

約
適
正
化
指
針
の
中
に
、
予
定

価
格
を
事
前
公
表
す
る
と
予
定

価
格
が
目
安
と
な
り
、
競
争
が

制
限
さ
れ
、
落
札
価
格
が
高
止

ま
り
に
な
る
こ
と
や
、
建
設
業

答

者
の
見
積
も
り
努
力
を
損
な
わ

せ
る
弊
害
が
生
じ
か
ね
な
い
と

い
っ
た
と
こ
ろ
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
入

札
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
事

前
公
表
し
て
お
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
予
定
価
格
の
事
前
公
表

を
事
後
公
表
に
移
行
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
弊
害
が
あ

れ
ば
、
府
の
動
向
な
ど
勘
案
し

検
討
し
た
い
。 　
（
管
財
契
約
課
）

�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
メ
リ
ッ
ト
、

問

デ
メ
リ
ッ
ト
と
、
今
後
の
積
極

的
な
取
り
組
み
は
。

�

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

電
気
代
が
安
く
、
維
持
管
理
コ

ス
ト
の
削
減
が
で
き
る
。
電
気

機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
試
算
に

よ
る
と
、
蛍
光
灯
と
の
比
較
値

で
、
防
犯
灯
1
基
に
つ
い
て
電

気
代
は
年
間
約
7
0
0
円
節
約

で
き
、
維
持
費
は　

年
間
で
約

15

2
万
1
0
0
0
円
削
減
で
き
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
価
格
が
高
く
街
路
灯
で

は
灯
具
の
交
換
な
ど
が
必
要
な

場
合
が
あ
る
。
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ

答

Ｄ
化
し
た
場
合
、
年
数
が
経
過

す
る
ほ
ど
コ
ス
ト
削
減
効
果
は

大
き
く
な
る
。
将
来
的
に
は
、

さ
ら
な
る
電
気
代
の
削
減
が
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
新
た
に
設
置
す
る
防
犯
灯
に

つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。  （
土
木
課
）

平　成　会

高宮　辰郎 議員

入
札
制
度
に
つ
い
て

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
導
入
推
進
に
つ
い

て

福知山市議会ホームページへの 
アクセスは検索画面で 

検　索 福知山市議会 

福知山市議会ホームページへの 
アクセスは検索画面で 

福知山市議会ホームページへの 
アクセスは検索画面で 

を入力してクリック！ 

http://fukuchiyama-shigikai. jp/

　市議会ホームページでは、議員紹介、議決結果、 
定例会日程、市議会の概要などが確認できます。ま 
た、会議録の閲覧・検索、議会中継や録画放映を見 
ることができます。 

【
8
月
】

1
日　

議
員
研
修
会

2
日　

静
岡
県
沼
津
市
議
会
行
政
視
察
来
市

3
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
近
畿
部
会
、市
民

厚
生
委
員
協
議
会

5
日　

議
会
運
営
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
協
議
会

8
日　

中
学
生
議
会

9
日　

総
務
委
員
協
議
会

　

日　

議
員
研
修
会

10
　

日　

経
済
委
員
協
議
会
管
内
視
察

11
　

日　

議
員
研
修
会

15
　

日　

文
教
建
設
委
員
協
議
会

17
　

〜　

日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

18

19

　

〜　

日　

由
良
川
沿
川
市
議
会
関
係
委
員
会
正
副
委
員
長

23

24
会
要
望
活
動

　

日　

常
任
委
員
長
協
議
会
、議
会
運
営
委
員
協
議
会

25
　

日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
議
会
広
報
研
修
会

26
　

日　

総
務
委
員
協
議
会
、議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
協
議
会

30
　

日　

全
議
員
協
議
会
、議
会
運
営
委
員
会
、議
会
運
営
委
員

31

協
議
会
、決
算
説
明
会

【
9
月
】

7
日　

9
月
定
例
市
議
会
本
会
議
、文
教
建
設
委
員
協
議
会
、

議
会
運
営
委
員
協
議
会
、各
派
幹
事
会

9
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
協
議
会

　

日　

総
務
委
員
協
議
会

12
　

日　

議
会
報
告
会
作
業
部
会

14
　

日　

9
月
定
例
市
議
会
本
会
議

15
　

日　

9
月
定
例
市
議
会
本
会
議
、常
任
委
員
長
協
議
会

16
　

日　

9
月
定
例
市
議
会
本
会
議
、各
派
幹
事
会

20
　

日　

議
会
報
告
会
作
業
部
会

21
　

日　

総
務
委
員
会
、市
民
厚
生
委
員
会
、経
済
委
員
会
、文

22

教
建
設
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
会
、文
教
建
設
委
員

協
議
会

　

日　

9
月
定
例
市
議
会
本
会
議
、全
議
員
協
議
会
、議
会
運

29

営
委
員
協
議
会
、議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
、各
派
幹

事
会

【　

月
】

103日　

大
分
県
豊
後
高
田
市
議
会
行
政
視
察
来
市

3
〜
5
日　

市
民
厚
生
委
員
会
行
政
視
察

5
〜
7
日　

文
教
建
設
委
員
会
行
政
視
察

6
日　

総
務
委
員
協
議
会

　

日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
　

日　

総
務
委
員
協
議
会
、議
会
報
告
会
作
業
部
会

12
　

日　

経
済
委
員
協
議
会

13
　

日　

全
議
員
協
議
会
、議
会
運
営
委
員
会
、総
務
委
員
協
議

14

会

　

日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

17
　

日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

18
　

日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

19
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

20
　

日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
、各
派
幹
事
会

24
　

日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
、議
会
報
告
会
作
業
部
会

25
　

〜　

日　

総
務
委
員
会
行
政
視
察
、経
済
委
員
会
行
政
視

26

28
察

議
会
日
誌

 

議
会
日
誌

 

議
会
日
誌

 

8
月
〜
10
月
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　9月定例市議会では、15議案を 22日開催された各常任委員会で審査したのち、最終日の 29日の本会

議で、いずれも原案のとおり可決しました。

　また、議員提案により『「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の凍結解除と建設促進を求める決議』

が可決されたほか、市民から出されていた請願 1件を採択、請願 2件を不採択としました。

9月定例市議会の議決結果について

請　願請　願請　願市会発議
第５号議第５１号議第２４号議第２３号議第２１号議第１７号

「（
仮
称
）夜
久
野
学
園
整
備
事
業
」

計
画
の「
凍
結
」を
求
め
る
請
願

「（
仮
称
）市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち

や
ま
」の
早
期
建
設
と
更
な
る
充
実

を
求
め
る
請
願

「（
仮
称
）市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や

ま
」の
建
設
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票

条
例
の
制
定
を
求
め
る
請
願

「（
仮
称
）市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち

や
ま
」の
凍
結
解
除
と
建
設
促
進
を

求
め
る
決
議

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

福
知
山
市
立
公
民
館
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

福
知
山
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

福
知
山
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
市
一
般
会
計

２３

補
正
予
算（
第
２
号
）

不採択採　択不採択可　決可　決可　決可　決可　決可　決議決結果
○×○××××××塩見卯太郎

日本
共産党
福知山
市会議
員団

○×○××××××足立　　 進
○×○××××××大槻富美子
○×○××××××中島　 英俊
○×○××××××吉見　 純男
××××○○×○○大谷　 洋介公明党

福知山
市会議
員団

××××○○×○○足立　 伸一
××××○○×○○吉見　 茂久
×○×○○○○○○田中　 法男

福知山
未来の
会

×○×○○○○○○奥藤　　 晃
×○×○○○○○○田渕　 裕二
×○×○○○○○○谷垣　 和夫
×○×○○○○○○森下　 賢司
×○×○○○○○○谷口　　 守

平成会 ×○×○○○○○○高宮　 辰郎
×○×○○○○○○藤田　　 守
×○×○○○○○○木戸　 正　

政和会
××○×○○○○○稲垣　 司郎
×○×○○○○○○稲葉　 民俊

福政会 ×○×○○○○○○和田　　 久
×○×○○○○○○芦田　 眞弘
－×○×○○○○○荒川　 浩司市民と

改革の会 －×○×○○○○○　橋　 正樹
×○×○○○○○○桐村　 一彦

無会派
××○×○○○○○塩見日出勝

■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案の賛否状況を掲載しています。） 

議　
　

案

会派別議員名
（議決結果）

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　－：棄権　※野田勝康議員（福政会）は、議長職のため表決に加わっていません。 
※所属会派は９月末現在

工事請負契約の締結について (仲ノ坪北貯留施設築造工事）議第４７号平成２３年度福知山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）議第１８号

工事請負契約の変更について（川口地域他 FTTH網整備工事）議第４８号平成２３年度福知山市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）議第１９号

工事請負契約の変更について（夜久野地域他 FTTH網整備工事）議第４９号平成２３年度福知山市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）議第２０号

工事請負契約の変更について（庵我地域他 FTTH網整備工事）議第５０号福知山市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について議第２２号

土地改良事業の施行について（農地農業用施設災害復旧事業）議第５２号工事請負契約の締結について (高機能消防指令システム設置工事）議第４６号

■全員賛成で可決となった議案
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●
夜
久
野
学
園
整
備
事
業
と
し

て
小
中
一
貫
校
の
実
施
設
計
に

過
疎
債
1
0
0
0
万
円
を
あ
て

ま
す
。

●
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
衛

星
携
帯
電
話
、
放
射
線
測
定
器

を
各
1
台
購
入
す
る
た
め
、　
70

万
円
を
追
加
補
正
し
ま
す
。
以

前
よ
り
衛
星
固
定
電
話
は
市
役

所
と
市
民
病
院
に
あ
り
、
今
回

よ
り
持
ち
運
び
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
放
射
線
測
定
器
は
空
中

線
測
定
と
し
て
府
振
興
局
に
1

台
あ
る
た
め
、
地
上
線
測
定
用

と
し
て
購
入
し
ま
す
。
委
員
か

ら
は
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

衛
星
携
帯
電
話
、
放
射
線
測
定

器
の
購
入
台
数
を
増
や
す
よ
う

に
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

責
任
共
済
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

今
年
度
に
限
り
掛
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
4
9
2
4
万
円
を
追

加
補
正
し
ま
す
。
こ
の
経
費
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
多
数

の
消
防
団
員
が
活
動
中
に
死
亡
、

行
方
不
明
と
な
り
、
そ
の
補
償

を
全
国
各
市
町
村
が
追
加
負
担

し
支
払
う
も
の
で
す
。
公
務
災

害
補
償
を
充
分
行
う
よ
う
に
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
正
当
な
理
由
な
く
市
税
に

関
す
る
申
告
を
怠
っ
た
場
合
の

過
料
を
3
万
円
か
ら　

万
円
に

10

引
き
上
げ
る
な
ど
の
改
正
を
し

ま
す
。
委
員
よ
り
、
罰
則
強
化

に
な
ら
な
い
か
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。（賛

成
多
数
可
決
）

　
　
　
　
　
　

●
地
域
公
民
館
の
整
理
に
伴
い
、

中
夜
久
野
地
域
公
民
館
を
中
夜

久
野
集
会
所
と
し
て
、
福
知
山

市
学
習
等
供
用
施
設
条
例
に
加

え
ま
す
。
行
政
財
産
と
し
て
指

定
管
理
の
適
応
と
な
り
ま
す
が
、

当
分
の
間
、
維
持
管
理
は
地
元

管
理
と
し
、
今
後
条
例
が
整
理

で
き
れ
ば
、
指
定
管
理
者
を
募

集
し
て
い
き
ま
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
夜
久
野
町
副
谷
地
区
の
農
道

舗
装
、
3
町
地
域
の
高
校
生
定

期
乗
車
券
補
助
、
夜
久
野
地
域

学
校
統
廃
合
事
業
な
ど
が
追
加

さ
れ
ま
す
。
夜
久
野
小
中
一
貫

校
の
改
築
の
全
体
像
、
事
業
費

が
明
確
で
な
く
、
時
期
尚
早
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
過

疎
計
画
は
関
連
部
局
と
綿
密
に

調
整
し
た
上
で
変
更
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事

業
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
必
要
と
さ
れ
る
被
災
地
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
円
滑
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援

を
行
う
た
め
の
経
費
と
し
て　
40

万
円
を
補
正
し
ま
す
。

●
地
域
公
共
交
通
調
査
事
業
で

は
、
今
年
度
、
国
土
交
通
省
に

お
い
て
創
設
さ
れ
た
「
地
域
公

共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
」

の
「
地
域
公
共
交
通
調
査
事

業
」
を
活
用
し
、
昨
年
度
に
策

定
し
た
「
福
知
山
市
地
域
公
共

交
通（
バ
ス
）の
再
構
築
に
関
す

る
基
本
方
針
」
や
、
本
年
3
月

　

日
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
認

25定
を
受
け
た
「
福
知
山
市
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に

位
置
付
け
ら
れ
た
「
ま
ち
な
か

循
環
路
線
バ
ス
」
の
事
業
化
に

向
け
必
要
と
な
る
「
福
知
山
市

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
」
の
策
定
に
要
す
る
調
査
を

実
施
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て

7
7
7
万
円
を
補
正
し
ま
す
。

　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

●
平
成　

年
度
繰
越
金
1
億
8

22

3
3
9
万
円
の
う
ち
、
1
億
5

0
9
2
万
円
を
国
民
健
康
保
険

事
業
基
金
に
積
み
立
て
を
し
ま

す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
療
養

22

給
付
費
等
負
担
金
（
国
庫
負
担

金
）
の
額
確
定
に
よ
り
超
過
交

付
と
な
っ
た
た
め
、
3
2
4
6

万
円
を
償
還
金
と
し
て
国
へ
返

還
し
ま
す
。
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

●
平
成　

年
度
繰
越
金
の
内
、

22

平
成　

年
度
に
返
還
す
べ
き
額

23

を
除
い
た
剰
余
金
を
、
介
護
給

付
費
準
備
基
金
に
4
4
4
9
万

円
を
積
立
て
ま
す
。
ま
た
、
平

成　

年
度
に
超
過
交
付
を
受
け

22
た
介
護
給
付
費
負
担
金
等
1
5

6
2
万
円
を
償
還
金
と
し
て
返

還
し
ま
す
。（

全
員
賛
成
可
決
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の

健
康
診
査
に
要
す
る
経
費
と
し

て
4
0
5
万
円
を
補
正
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
可
決
）

999999
月月月月月月
定定定定定定
例例例例例例
市市市市市市
議議議議議議
会会会会会会
常常常常常常
任任任任任任
委委委委委委
員員員員員員
会会会会会会
審審審審審審
査査査査査査
報報報報報報
告告告告告告

9
月
定
例
市
議
会 
常
任
委
員
会
審
査
報
告　
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

総　　　務
常任委員会

　

9
月
定
例
市
議
会
本
会
議
で
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
条
例
改
正
、
補

正
議
案
な
ど
9
議
案
を
9
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査
を

22

行
い
、
5
議
案
を
全
員
賛
成
、
4
議
案
を
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

市 民 厚 生
常任委員会

　

9
月
定
例
市
議
会
本
会
議
で
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
補
正
議
案
の
4

議
案
を
9
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
全
議
案

22

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
審
査

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

　

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

▼
福
知
山
市
税
条
例
等
の

　

一
部
改
正

▼
福
知
山
市
公
民
館
条
例

　

の
一
部
改
正

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

　

町
村
計
画
の
変
更

議

案

審

査

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

　

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

▼
平
成　

年
度
国
民
健
康

23

　

保
険
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算

▼
平
成　

年
度
介
護
保
険

23

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
平
成　

年
度
後
期
高
齢

23

　

者
医
療
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
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●
本
年
5
月
の
豪
雨
で
浸
水
し

た
、
茶
園
の
樹
勢
回
復
に
要
す

る
肥
料
代
の
補
助
と
し
て
2
1

9
万
円
を
補
正
し
ま
す
。
ま
た
、

5
7
5
万
円
を
補
正
し
、
新
規

茶
園
の
造
成
や
煎
茶
か
ら
玉
露

へ
の
品
質
向
上
を
図
る
た
め
、

被
覆
棚
施
設
の
整
備
を
行
い
、

茶
業
振
興
を
行
い
ま
す
。

 

●
本
年
5
月　

〜　

日
と
5
月

10

11

　

〜　

日
の
豪
雨
に
よ
り
、
被

29

30

災
し
た
農
地
5
カ
所
、
農
業
施

設　

カ
所
を
復
旧
す
る
た
め
の

10
経
費
と
し
て
6
2
7
4
万
円
を

補
正
し
ま
す
。

●
林
道
施
設
災
害
復
旧
と
し
て
、

豪
雨
に
よ
り
3
路
線
、
5
カ
所

の
林
道
を
復
旧
す
る
た
め
の
経

費
と
し
て
4
5
2
万
円
を
補
正

し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
可
決
）

●
今
回
の
改
正
は
、
市
場
施
設

の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
改

正
で
す
。
委
員
か
ら
は
、
公
設

市
場
の
業
務
が
適
正
に
行
わ
れ

る
の
か
。
農
林
業
の
振
興
は
ど

う
な
る
の
か
。
減
免
制
度
に
つ

い
て
等
の
質
疑
が
あ
り
、
全
国

に
は
す
で
に
指
定
管
理
者
に
よ

る
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
公

設
市
場
が
あ
る
。
市
の
他
の
施

設
で
も
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
お
り
、
条
例
や
協
定
等

の
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
問
題
な

い
。
施
設
の
管
理
と
利
用
料
金

に
不
都
合
が
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
の
農
業

振
興
の
大
切
な
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
た
い
。
公
設
市
場
を
利

用
し
て
い
る
業
者
の
経
営
が
厳

し
い
中
、
平
成
7
年
度
よ
り
使

用
料
の
減
免
制
度
を
行
っ
て
い

る
と
の
答
弁
で
し
た
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
こ
の
工
事
は
、
篠
尾
新
町
の

仲
ノ
坪
北
公
園
の
地
下
に
、
雨

水
の
貯
留
施
設
を
築
造
す
る
も

の
で
、
請
負
金
額
は
約
1
億
5

2
3
4
万
円
。
す
で
に
2
カ
所

の
公
園
に
貯
留
施
設
が
完
了
し

て
お
り
、
こ
れ
が
完
成
す
る
と

浸
水
対
策
の
効
果
が
高
ま
り
ま

す
。　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

　
　
　

●
福
知
山
市
公
民
館
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
①
合
併
協
定

の
経
過
措
置
に
基
づ
き
、
旧
3

町
の　

地
域
公
民
館
が
地
区
公

13

民
館
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、

市
立
公
民
館
の
数
が　

館
か
ら

22

9
館
に
な
り
ま
す
。
②
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
の
数
が　

人
23

以
内
か
ら　

人
以
内
と
な
り
ま

20

す
。
③
大
江
地
域
公
民
館
の
所

在
地
が
大
江
町
総
合
会
館（
河

守
）か
ら
大
江
町
尾
藤
1
2
1

1
番
地
の
1（
現
河
東
地
域
公

民
館
）と
な
り
ま
す
。
委
員
か

ら
は
、
公
民
館
は
地
域
の
よ
り

ど
こ
ろ
で
あ
る
。
均
衡
を
と
る

た
め
に
統
一
し
て
い
け
ば
、
市

長
の
地
域
の
特
色
を
大
切
に
す

る
思
い
に
反
す
る
の
で
は
と
い

う
質
疑
が
あ
り
、
合
併
協
定
で

は
、
大
江
の
場
合
は
3
公
民
館

で
あ
っ
た
が
、
協
議
の
中
で
、

7
公
民
館
に
し
た
。
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
活
動
を
充
実
さ

せ
た
い
と
い
う
答
弁
で
し
た
。

　
（
賛
成
多
数
可
決
）

●（
仮
称
）夜
久
野
学
園
整
備
事

業　

夜
久
野
地
域
の
3
小
学
校

を
統
合
し
、
小
中
一
貫
校
を
設

置
す
る
た
め
に
必
要
な
校
舎
建

設
に
伴
う
実
施
設
計
の
委
託
経

費
と
し
て
1
0
0
0
万
円
を
補

正
し
ま
す
。
委
員
か
ら
は
、
基

本
設
計
の
後
、
実
施
設
計
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
先
に
事
業

費
の
概
算
を
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、
基

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
既
存
施

設
を
利
用
す
る
場
合
は
業
者
委

託
を
行
わ
な
い
。
概
算
は
詳
細

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

実
施
設
計
完
了
後
、
正
確
な
費

用
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
答
弁
で
し
た
。

●
府
の
緊
急
雇
用
特
別
対
策
事

業
補
助
金
を
活
用
し
、
学
校
図

書
館
機
能
充
実
事
業
と
し
て
小

中
学
校
に
司
書
教
諭
補
助
員
を

配
置
し
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

推
進
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て

8
4
7
万
円
、
ま
た
道
路
維
持

管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、
日
常
的
な
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
に
よ
り
通
行
者

の
安
全
性
と
快
適
性
の
向
上
を

図
る
た
め
の
経
費
と
し
て
5
9

2
万
円
を
補
正
し
ま
す
。
委
員

か
ら
は
、
図
書
館
司
書
の
資
格

を
持
っ
た
方
の
有
効
な
雇
用
が

必
要
で
は
な
い
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
図
書
館
司
書
の
指
導
の

下
、
図
書
の
整
理
を
し
て
い
た

だ
く
の
で
、
専
門
的
知
識
は
求

め
て
い
な
い
と
い
う
答
弁
で
し

た
。ま
た
、パ
ト
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

事
業
終
了
後
の
継
続
し
た
道
路

管
理
計
画
が
あ
る
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
平
成　

年
度
の
予

24

算
化
は
難
し
い
が
、
平
成　

年
25

度
以
降
に
検
討
し
た
い
と
の
答

弁
で
し
た
。　（

賛
成
多
数
可
決
）

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§　

999999
月月月月月月
定定定定定定
例例例例例例
市市市市市市
議議議議議議
会会会会会会
常常常常常常
任任任任任任
委委委委委委
員員員員員員
会会会会会会
審審審審審審
査査査査査査
報報報報報報
告告告告告告

9
月
定
例
市
議
会 
常
任
委
員
会
審
査
報
告

経　 済
常任委員会

　

9
月
定
例
市
議
会
本
会
議
で
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
条
例
改
正
、
補

正
議
案
な
ど
4
議
案
を
9
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査
を

22

行
い
、
3
議
案
を
全
員
賛
成
、
1
議
案
を
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。　

文 教 建 設
常任委員会

　

9
月
定
例
市
議
会
本
会
議
で
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
条
例
改
正
、
補

正
予
算
の
2
議
案
を
9
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査
を
行

22

い
、
全
議
案
を
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
審
査

議

案

審

査

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

▼
福
知
山
市
公
設
地
方
市

　

場
条
例
の
一
部
改
正

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（
仲
ノ
坪
北
貯
留
施
設

　

築
造
工
事
） 

▼
福
知
山
市
公
民
館
条
例

　

等
の
一
部
改
正

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

5月豪雨で浸水した土地区の茶園と福知山地方
てん茶組合の茶工場
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9
月
定
例
市
議
会
で
は
、「（
仮
称
）市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま
」
の
凍
結
解
除
と
建
設

促
進
を
求
め
る
決
議
が　

対　

の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

13

12

　

先
の
6
月
定
例
市
議
会
で
は
、「（
仮
称
）市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま
」
の
建
設
の
「
凍

結
」
を
求
め
る
決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
転
し
て
建
設
促
進
を
求
め
る
決
議
の
可
決

と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

決議・請願 

の状況 

決議・請願 

の状況 

決議・請願 

の状況 
　平成 18年 1月紆余曲折のなか 1市 3町が合併し新福知山市が誕生した。その新市まちづく
り計画の中で基幹的事業として位置づけられたのが「（仮称）北近畿の都センター」建設事業で
あった。
　平成 20年に松山市政が誕生し、自らの公約に基づき、箱物行政の見直しと、多額の建設費を
要するとして「（仮称）北近畿の都センター」の建設を一旦凍結したが、その建設の是非を問うた
め、一般市民を含めた市民検討会議を設置し判断を仰いだ。その結果、生涯学習や文化活動等
の拠点となる「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の実施設計予算 7，710万円が本年 3月定例
議会において議決された経緯がある。
　今回の計画は、図書館を中心として、子どもから高齢者、障がいのある人など、多くの市民が
「学び・集い・支える」機能を備えており、また、京都北部の若者等の就業を支援する京都ジョブ
パーク北部サテライトが配置されるなど、本市に欠かせない機能を備えたものである。併せて、中
心市街地活性化基本計画の中核的施設の役割もあり、疲弊しつつある市街地の活性化に大きく
寄与するものである。
　本市の将来に向けた財政的課題についても、中心市街地活性化基本計画等の補助金や合
併特例債などを最大限活用し、現制度の中では、もっとも有利な財源を充当しており、ランニングコ
ストも当初計画より大幅に削減され、将来に向けた財政負担に対する配慮も十分なされている。
　また、一連の計画となっている老朽化が進む市民会館の耐震化や中央保健福祉センターのバ
リアフリー化などの整備も一刻も待てない状況であり、合併特例債という有利な財源を有効に活用
すべきと判断する。
　6月定例議会での「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の凍結に係る判断は、取得済みの用地
購入費の一括返済など財政的負担は極めて多大であり、将来的な財政運営にむしろ大きな課題
を残すと考えざるを得ない。
　このような状況を踏まえ、福知山駅という交通の利便性を活かし、障がいのある人や高齢者をは
じめとして、市民にとってより有効な施設として利用されることを目的に、住民票の自動交付機や
ボランティアセンターの設置など「学び・集い・支える」施設として、より充実した形で「（仮称）市民
交流プラザふくちやま」の凍結を解除し、建設を促進することを強く求める。

　以上決議する。
　　平成 23年 9月 29日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福知山市議会
　　　発議者   福知山市議会議員　　田渕　裕二
　　　賛成者   福知山市議会議員　　森下　賢司　谷口　守　芦田　眞弘　木戸　正

■採択となったもの
　●「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の早期建設と更なる充実を求める請願

請　願　者／上川口自治会会長　丸山　強さん　三岳自治会会長　年次　紘則さん
　　　　　公誠地域振興会会長　奥村　廣人さん
紹介議員／桐村　一彦　　田渕　裕二　　稲葉　民俊　　高宮　辰郎
（請願の目的）
市民の声をもとに議論を尽くされた「（仮称）市民交流プラザふくちやま」建設計画の早期着手と更なる内容の充実を求めます。

　
■不採択となったもの
　●「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の建設の是非を問う住民投票条例の制定を求める請願

請　願　者／福知山・市民・オンブズパースン委員会代表　西山　惠一さん
紹介議員／稲垣　司郎　　荒川　浩司　　塩見卯太郎
（請願の目的）
「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の建設の是非を問う住民投票条例の制定を強く求めます。

　
　●「（仮称）夜久野学園整備事業」計画の「凍結」を求める請願

請　願　者／精華小学校を残す会　代表　塩見　均さん　　夜久　弘明さん
紹介議員／塩見卯太郎　　大槻富美子
（請願の目的）
平成 23年度補正予算案事業名「（仮称）夜久野学園整備事業」（校舎建設に伴う実施設計業務委託　一式 
1000万円）の「凍結」を求めます。

「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の凍結解除と建設促進を求める決議

請　　　願
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ご 意 見 箱 

　議会だより編集委員会では、住民とともに歩む広報紙づくり、議会活動の公開、分かりやすい

記事内容などの充実を図っていくため、今回号から新企画の掲載や紙面リニューアルを行って

います。主な内容は以下のとおりです。 

●表紙写真を市民の皆さんから募集します。（P1） 
　次回号（2月発行）のテーマとして、冬にちなんだものや季節行事などを受け付けます。 

掲載写真は、議会だより編集委員会で選考を行います。 

　 〔受 付 期 限〕　   平成 24年 1月13日（金） 

　 〔問い合わせ先〕　　福知山市議会事務局　℡ 0773-24-7031

●議案採決の議員別賛否の状況を掲載します。（P15） 
　情報の公開をすすめ、議会をより身近に感じていただくために、議案に対する賛否の状況

を議員別に公開します。 

●「元気やで福知山！」議員訪問インタビューの取材先を募集します。（P20） 
　個人、地域活動、サークル、企業、学校など、福知山でがんばる人の姿を伝えていきます。

また、取材を通じて議員自らが学び、議会活動につなげていくことを目的としています。取材

先は議会だより編集委員会で選考を行います。 

　 〔受 付 期 限〕　   平成 23年 12月28日（水） 

　 〔問い合わせ先〕　　福知山市議会事務局　℡ 0773-24-7031

　平成 23年 6月15日発行「ふくちや
まし議会だより特集号」及び平成 23年
8月15日発行「ふくちやまし議会だより
№ 86」の記事の中に誤りがありました
ので、次のとおり訂正しお詫びいたします。 
●特集号「福知山市土地開発公社の
不適切な事務処理等調査特別委員会
（報告書）」 
　1ページ及び 6ページの福知山市荒
河東町 57の写真が間違っておりました。
正しくは和久市町 183－2ほか 3筆でし
たので、訂正しお詫びいたします。 
●№86 
 15ページ3段目27行中の土地開発公
社とあるのは、用地販売促進室の誤り
でしたので、訂正してお詫びいたします。 

〔お詫び〕 

　市民の皆様から貴重なご意見をいただきましたので紹

介し、お答えします。 

○紙質が良すぎるのではないか。 

　現在使用しているコート紙は一番安価なものを使用

しています。 

○一般質問の質疑が簡素化しすぎて内容が分からない。 

　限られた紙面の中でありますが、質疑の内容を伝え

るよう努力をしていきます。また、福知山市議会ホーム

ページにおいて、本会議の質疑内容を会議録の閲覧

や録画放映で見ることができます。 

ご 意 見 箱 
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今
回
か
ら
新
企
画
と
し

て
、
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
創
る
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
て
、
「
元
気
や
で
福

知
山
！
」
を
掲
載
し
ま
す
。

　

福
知
山
で
様
々
な
活
動

を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を

取
材
先
と
し
て
募
集
し
、

議
員
が
訪
問
し
ま
す
。
市

民
の
声
を
届
け
、
よ
り
親

し
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ

り
」
の
作
成
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
議
会
活
動
に

も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
1
回
は
、「
福
知
山
で
が

ん
ば
る
成
美
大
学
硬
式
野
球

部
の
学
生
さ
ん
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
ま
し
た
。
教
育
の

ま
ち
、
福
知
山
市
に
は
、
北

近
畿
の
未
来
を
創
る
唯
一
の

大
学
で
あ
る
成
美
大
学
が
あ

り
ま
す
。

　

2
0
0
0
年
に
開
学
し
、

就
職
率
が
高
く
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
翼
を
身
に
つ
け
た

若
き
人
材
を
毎
年
、
世
に
送

り
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

日
々
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

目
標
に
向
か
っ
て
、
成
長
し

続
け
て
い
る
成
美
大
学
硬
式

野
球
部
の
学
生
さ
ん
の
目
標

や
率
直
な
福
知
山
市
の
印
象

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協

力
し
て
く
れ
た
学
生
さ
ん
は
、

主
将
の 
田  
中  
息  
吹  
貴 
さ
ん

た 

な
か 

い 

ぶ 

き

（
京
都
府
出
身
・
4
回
生
）と

部
員
の 
西  
口  
稔  
基 
さ
ん（
大

に
し 
ぐ
ち 
と
し 

き

阪
府
出
身
・
2
回
生
）、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
の 
権  
平  
優  
樹 
さ

ご
ん 
だ
い
ら 
ゆ
う 

き

ん（
新
潟
県
出
身
・
2
回
生
）

の
3
人
で
す
。
い
ず
れ
も
笑

顔
が
素
敵
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

で
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
秋

季
リ
ー
グ
戦
は
、
惜
し
く
も

優
勝
目
前
に
し
て
涙
を
飲
ん

だ
。
残
り
試
合
、
完
全
燃
焼

し
、
必
ず
上
位
を
目
指
し
ま

す
。
昨
年
か
ら
比
べ
る
と

チ
ー
ム
の
雰
囲
気
も
上
が
り
、

力
が
つ
い
て
き
た
。
来
季
は

必
ず
優
勝
し
ま
す
」
と
、
力

強
い
コ
メ
ン
ト
で
、
来
季
に

向
け
た
意
気
込
み
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
間
味
溢
れ
る
小

林
監
督
の
こ
と
を
聞
い
て
野

球
部
に
入
部
し
た
こ
と
や
、

野
球
が
大
好
き
な
こ
と
、
指

導
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に

野
球
を
教
え
て
い
き
た
い
こ

と
な
ど
、
野
球
を
通
じ
た
夢

も
た
く
さ
ん
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

福
知
山
市
の
印
象
は
、
住

み
や
す
く
親
切
に
し
て
く
れ

る
人
ば
か
り
。
の
ど
か
で
風

情
が
満
喫
で
き
る
。

　

ま
た
、
バ
ス
が
少
な
い
な

ど
交
通
の
便
の
問
題
や
、
も

う
少
し
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
お

店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し

め
る
所
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば

い
い
な
ど
、
若
者
ら
し
い
率

直
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

3
人
は
社
会
人
に
な
っ
て

も
野
球
と
と
も
に
人
生
を
歩

み
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
4

年
間
の
大
学
生
活
は
、
人
生

の
大
海
原
に
向
け
、
最
高
の

人
間
性
を
磨
く
場
で
あ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
議

員
も
大
学
生
に
も
住
み
や
す

い
福
知
山
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

議員訪問インタビュー No.1

■訪問議員：藤田　守議員・吉見　茂久議員（10月11日長田野グランドにて） 

成美大学 硬式野球部に訪問 
～勉学・部活動にがんばる学生たち～ 

左から、田中さん・西口さん・権平さん

成美大学硬式野球部の皆さん（長田野グランド）　

　

9
月
の
定
例
市
議
会
が
無

事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

名
の
議
員
に
よ
る
一
般

20
質
問
と
提
案
さ
れ
た
議
案
に

対
す
る
説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決
が
慎
重
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
傍
聴
に
来

ら
れ
た
多
く
の
市
民
の
方
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

は
、
8
月
、
京
都
で
行
わ
れ

ま
し
た
市
町
村
議
会
広
報
研

修
会
に
参
加
し
て
議
会
だ
よ

り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。①
あ
り
の
ま
ま
の「
議

事
公
開
」
住
民
と
と
も
に
歩

む
広
報
づ
く
り
、
政
策
提
案

の
姿
勢
が
あ
る
か
②
分
か
り

や
す
い
記
事
と
見
出
し
③
紙

面
づ
く
り
の
技
術
の
3
要
素

に
も
と
づ
く
批
評
と
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

は
、
「
議
会
だ
よ
り
が
変
わ 

っ
た
な
」
と
さ
ら
に
興
味
を

も
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
研

究
と
工
夫
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
）

選手からの信望が厚い小林監督


